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日 寺 の 言 葉
自 己 批 判

本 年 6 月 25 日 を 期 に 、 極 東 で は 朝 鮮 の 内 乱 を 動 機 と し て 、 再 び

世 界 的 規 模 の 鞍 若 手 ‘ が 始 ま ろ う と し て い る 。

毅 宰 ぽ 破 壊 で あ る 。 我 等 yi 建 築 物 の 破 援 に 関 し て 最 大 の 関 心 を

持ち、 ま た 最 大 の 努 力 を 以 て 復 興 に 努 力 を 傾 倒 し て い る 。 そ と で

注 ， 意 せ ね ば た ら ぬ と と は 、 復 興 は 草 主 主 る 再 建 で 泣 く 、 進 歩 で あ P

改 善 で 友 け れ ば た ら ぬ 。

そ の 故 陀 不 燃 都 市 の 建 設 と 、 合 理 的 住 宅 の 犬 量 生 産 が 要 望 さ れ

て い る 。 住 宅 金 融 公 庫 の 発 足 段 、 住 宅 資 金 の 融 資 に 伴 い 、 都 市 住

宅 の 不 燃 化 に 留 意 さ れ て い る と と は 同 慶 に 堪 え 主 主 い 。

都 市 住 宅 の 最 大 多 数 除 、 従 来 も 現 在 も 町 の 大 工 に よ っ て 建 設 さ

れ て い る 。 金 融 公 庫 の 融 資 住 宅 も 亦 そ の 大 部 分 は と れ ら の 業 者 に

よ ら ね ば 次 ら ぬ で あ ろ う が 、 4' l 防 火 区 域 内 で の 簡 易 耐 火 構 造 除 、

そ の 構 造 と 施 工 方 法 と を 充 分 了 解 し 泣 い と れ ら の 業 者 が 持 て 余 し

て い る 有 様 で は 友 か ろ う か 。

組立構造、 コ ング リ ー ト プ ロ ッ グ 構 誼 等 の 不 燃 化 構 遣 の 大 部 分

が、 特 許 に よ っ て 少 数 の 特 定 業 者 に 依 頼 せ ね ば 主 主 ら ぬ 現 放 で は 、

何 日 の 日 に 我 等 の 理 想 一 一 『 都 市 の 不 燃 化 ー ー が 実 現 さ れ る だ ろ う か 。

簡 易 耐 火 格 ・ 遣 を 多 数 の 建 設 業 者 に 理 解 . し て 買 う 乙 と の 推 進 と そ の

自 由 及 施 工 乙 そ 緊 要 注 乙 と で あ る 。

都 市 不 燃 化 運 動 を 動 機 と し て 発 足 を み た 我 が 協 会 も 、 今 日 自 己

批判して、 定士会に対 し て 積 極 的に塁本室長宣伝の上、 迅 速 主 主 そ の 完 成

に 遁 迭 し た い も の で あ る 。
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者Ii 市 美η 上から見? と京都についてー: 文を草せよ

との編集子の仰せできうる。京都に住む建築家とし

ては京都の美しさについて常国々関心をはらい研究

を怠ら注いで、適当主主時に意見を述べる責任があ

るし、乙れはちょうどよい機会が与えられた訳で

あるが、残念主主がら不勉強でまとまヲて述べられ

る意見をもち合せていたい。乙与ではたどー市民

としての軽い気持で思いてっきを述べるととを許し

て¥わ? と玄を? と 0 0

京者
ji は美しい町だと誰 もがいう.。併し実際に美

しい町訟のであろラか。段災を受けて焼けたどれ

たI l IJ にくらべれば、その乙とだけでも美しいとは

いえるだろうが、皆が美しいといっているのはそ

れ以上をいてコている筈である。そうだとナるとー

たい京都は芝う美しいのだろうか。

二、三年前に京都大学の創立何十周年かの式典

が行われた時に、一人の古参数民が式辞を読んで、

官頭に「山紫に水清き京洛の地云々」と云い出ナ

と、期せずして式場からどっと笑が起った乙とが

今も印象づけられている。乙の噸笑は昔の中学生

の作文にでもありそ うた需套的表現の馬鹿らしさ

にあてコ? と乙とね: 勿論であるが、実はその式に列し

て いた撲千の学生諸君が決して京都を昔の人のよ

うに山紫水明の処と思クていたい証拠でもある。

額山陽が山紫水明をめでてまだ百年も経ず、山も

美しし、京都

森 田 慶

川ももとのま L であるのに、近代都市感覚はまる

づき b 変貌をとげてしまク? とのである。乙の近代

都市感覚に対して京都の山と 川 とはー? といどん主主

債値をもてっているのであろうか。

秋から4与にかけてわれわれは北 山に思いがけね

美しさを発見する乙とがあるし、東山も「ふとん

着てねたる姿」としての情緒を感ずる市民は殆E

主主く主主ク? ととしても 、たほ都市 の丘陵地としての

色合いは充分友償億をもクている。それに引きか

え、川はまた何というみじめ主主姿であろう。京都

がまだ近代的変貌をとげ泣い以前一一云わば回図

的都市にと E まてっていた頃一ーは鴨川 ぽ確かに京

の風致に欠く乙とのでき主主い要素であ τったにちが

いない。鴨川は谷川 に過ぎ泣い。都市生活のテム

ポが緩かであった時代には谷川 も美しかク? と。 然

し今ではどれだけ人工を加えて近代都市との調和

? とほかタ? ととしても、水量の貧しさは E うする乙

ともでき友い。都市に7. 1 < . の美しさを加えるという

点では鴨川の役目はもち終クたと 見てよ v、。 それ

では鴨川 は乙れからの京都の美しさに対してどん

な役割を演ずるのであろうか。それは鴨川の もてコ

ヴィエ凡タを生かす乙とであると思う 。二係以北で

ぽ北 へのグィス夕 、即ち遠景に北 山、中f去に車しの

森を背景とする見通しは肉・岸の樹立と共に採、来も

生きて行くであろう。二僚から南へは三依大橋、

13 



四僚大橋その周辺の近代都市的動きが一種の景観

を作 b得るであろう。乙のグィスグは将来右岸が

高層建築化されるととによって一層効果を婚すと

とに主主るが、そのたあには三僚から五僚に至る区

間、鴨川l と高瀬川 に狭まれる木屋町を取梯い遊歩

路を作る位の覚悟が必要で‘ ある。木屋町情調を惜

三l際大橋を越L て南を見る 。

しむ保守市民感情は激しい抵抗を示ナかもしれ主主

いが、一度実貌すれば必ず女の世代の感謝を受け

るととは明かであろう。

鴨川 そのものには川 としての期待はかけられ泣

いが、右岸沿の疏7. K の流れはそのためにかえてコて

高く評償されて充分利用され泣ければたらぬ。疏

水を暗渠にしようとする論主主どは愚か主主話でる

る。右岸は疏7.Kの7.Kと柳の並木で東山の維にてつら

えkる一種のアンチ ーム主主ふん囲気を形成ナる乙と

ができる。そのためには建物の高さも左岸では現

行のように制限を加える乙とも必要である。

疏7Kの7. K は最大隈に利用され主主ければ主主らぬ。

高居化された京都を浮きえるとき、その聞に点在す

る広場は是非必要に主主るが、そとに疏7.)( から 7]( を

供給するととによづて、噴泉や池が自由に設けら

れる主主らば、どんなにその広場を生き生きさせ得

るととであろう。水の少泣い大都市に水を与えた

田辺博士の功績は実に大き い。われわれはそれを

生かさ怠ければ注らぬ。

自然にてついては乙れ位に して、ラ売に人工的I ' J : 構

策に移ろう。第ーに問題に主主るのは古い京都を残

さ泣ければいけ泣いという議論である。生活内容

は新しく生活環境は古しでは人口百万の大都市

が成立するわけが泣い。新しい建物を建てるにし

ても周囲との調和を絞ら主主いようにとの心使いは

14 

勿論必要であるが、それも程度の問題である。建

物に和風の細部を用いた b 、電車架棋のポールを

維に塗れば周囲との調和を保てると考えるのは馬

鹿らしい話である。大都市京都はむしろあま b伝

統との調和; など A いうととに拘泥せず、積極的に

近代化さるべきである。古く亡び行くものに心ひ

かれるのは人情である。そして美しい過去は保存

されなければ君主らぬ。そ のためには風致地区の制

度 は 充 分・活用されてい A 。 而 も 狭 い 範 囲 を 限 っ

て、例えば東山の一区域の如き、徹底的主主現紋保

存或は進んで復古施設を行う必要があろう。また

回国景観保存のため には洛北の一区劃に野外博物

館を設ける乙とも是非実現したい。京洛内外に散

在する古文化財的景観の保存にづいては万全を期

すべきである乙とは云うまでも左いが、その選択

は慎重で・重点的で、主主ければ主主らね。

以上は自然的風致を主にした話であるが、その

他にもっと人工的主主古い京の街並の風致保存もし

ばしば提唱される。所謂コアンを↑ 哀しむ心である

が、乙れも暫定的に、例えば西陣や室町の一角が

保存されるととは、他の。市域を徹底的に保存から

解放する乙とに或十主役立っかも知れ主主い。元来コ

アン趣味は実生活にとって除非常に不健全で、はあ

るが、麓十年かの後にはその存否は自ら決定され

るであろう。

大都市の不燃化高層化は必至であると思う。京

都もその例にもれるととは泣い。古い京都l士、た

とえそれが壮大主主唐の者11市制度の模倣から出発し

? とにしろ、現代の者11市感覚からは小さくまとまっ

た愛らしい自然r . r _ 美しさをもつに過ぎ友い。現代

大都市の人工性と E 大性がその中へ割り込んでく

るのである。それを矛盾友く受入れる方法は綜化

よb 他によい方法が見当ら泣い。東山の穂と下加

茂悲しの森、御所の庭園は極力保存され泣ければ主主

らぬq 最近御所の庭園の解放に便乗してそ乙に建

築的主主施設が考えられているようであるが、最も

愚か主主考えであると思う。

点在維地としての小公園も必要であるが、でき

るI ' J : らぽ幣紋緑地の方が好ましいので、主主かろう

か。京都では併寺の幣扶R 列がととろど乙ろに見

られるから、それらを利用整理すれば案外実現し

得る余地があ b そうに思える。例えば東西本願寺



と釈殻邸に掛まれる帯紙部主主どは比較的少泣い犠

牲で美しい而も記念性をもっ遊歩区域を透る乙と

ができる。そしてもしそれが京都の玄関である京

都駅前広場とうまく結び付けられる及らぽー一例

えば鳥丸遜の東のー街廓を七保温まで外して総地

とする乙とによクて一一京都を訪れる政人に与え

る第一印象は今に数倍ナるであろう。同時に駅前

広場は、も一度整理し直す必要がある必見在で、もあ

の見苦しい非戦災感謝記念塔主主該地の標識や引楊

者散迎の標識は即時取 ｨ 拶ｾうべきで、それだけの

僅か友努力でも京都は美し p エる。ま?と東大路通

の四僚から七僚までのg ! : j 側主主物を取) ) • ＧＮｾＢ仇

梯い植樹の豊かt . r.遊歩道路を設ければ、

京者1¥に少ない見哨し廻遊ー路ができて、 白

きてコとナぼらしい近代的効果カマ専られ

ると思、う。

街路はその幅が許ずかぎり街路樹を

植えたい、そしてもっと延び延びと繁

らせたい。電線や架紘の者1¥合で延びが

おさえられるのは止むを得たいとして

も、駄の初に街並のプラグナスが大枝

小枝をも もぎ取られるのは痛ましい風

景である。もしそ乙に樹形を調えると

いう古い植木屋趣味がはいり込んで・い

るとすれば充分反省ナべきであろう。

特に両側の建物が高居化される時は備

さらである。電線除いてつかは地下にも

ぐるであろうが、それにしても交通襟

識、公衆電話、屑箱、私設街燈( 特に鈴蘭燈の如

き〉主主ど路上施設物の整理はもクと計画的である

べきで、公衆電話などは当然建砂j 内に吸J除されて

よい。立看板は最も街路を汚しているものである

が、近く禁止されるそうで誠に喜ばしい乙とであ

る。広告物に対しては広告塔の設置とか、 i薗当主主

建物の壁面を指定して、却ってそれが街路の色彩

を増すようにしたい。私は近代都市の街路そのも

の ι 美しさの第一歩は歩道と車道の区別によヲて

交通が秩序立てられている乙とから始まると思

う。幅 6 m以上の街路には必ず歩道を設けてほし

い。車道が執すぎれば一方交忍を採用すればよ

い。京都のようえL碁盤目形街路系統では一方交通

はあま b 不便主主しに実施でさる。

街路に面ナる建物の表現形式 1';): 勿論各建築家の

建築観と技何に任すよ b 遣は泣いが、従来の都市

街路が形成されて来た二方式、即ちーてつは汀戸時

代の京都やバリの町が採用している表現に統ーを

求める方式、他 lまアメリカの都市や古いドイツの

者1¥市に見る変化を這及して活気を求める方式、乙

の二方式のろち、京都のよう主主畿何学的街路に沿

いては、理想としては前者が強調されてよい、? と

r 皐調に陥るととは警戒し怠ければ主主らえI いが。

もし後者が強調され過ぎると無秩序t . r . 植民地的都

市風景を増大する擢も充介にある。

美しい京者1¥¥ それはいろいろた角度から考え

られ主主ければならぬ乙とであるが、 現

在は観光という面にるま b に重点が置

さ過ぎられていると思う。競輪のテラ

銭が市の財政を支えているよう主主現放

ではとれも止むを得主主い点ぽあるが、

原則はあくまで市民が美しい環境を求

めるととに重点が置かれ泣ければたら

ぬ。今の段階では積極的に美しい町と

いうよ' ) ) も 、 少 くも 町を醜 くしたい乙

とで我慢し主主ければ主主らぬで t>ろう

し、健康にして文化的た最低の紋態を

目標としても、今よ b はもっと美しい

京都が実現ナる。住み得る住毛を町を

汚さえ主いように整備ナる乙とが第一歩

であるように思う。市民に美しい環境

を求めるだけの物質的精神的余裕を与

えたければたらぬ。都市の美化は見せ

る都市からでなく 、住みよ い#1¥市から始め注けれ

ばならぬ。 く筆者京都決学教授〉

注 策 ②D 室司司

J ドア- } ¥ンカー

何 ? 工 場・倉庫・ガレージ

自 1 の扉に御使用を御奨

在入め致しまナ。

吊下げ重量

1号・60kg 2号- 100kg

( 全国有名金物)

1苫にあ D ます

}. O. J 印 r アーハジガ戸は草刺! の周囲は銅強

入ロ戸ラ 戸ベア リγ グ袋慌に成って居 b ます

lJ ' ら丈失で扉の開閉が軽〈取fすには吊下げを

自由に調節できます。

製造元 ・大阪・大同鋳造株式会社
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京都の新建築を批評する

井 手 正 雄 小 崎 修 佐 々 木 米 太 郎 須 田 園太郎

西 山 卯三 松井清之助 森 田 鹿 ー に 五 十 音jl 船

iま し tJ ( き

去る 6 月19日、協会京都支部では表記の方k l こ仰参集

を願ぃ、事を京都町ヲ内各所に走らせて、最近京初汗行に建

てられた新建築を御質願った上で、当日夕刻その批評座

談会を開催した。但L 西山氏は座談会のl前牛のみ. 松井

氏は後4三のみ出l揺された。なお此の稿l工、当日の速記}こ

基いて白石が編集L たもので、御出席の方々の表現法と

は蓮っているから、若L 誤りがあれば、それは白石の責

任であることを申L 添える。 く白石博三〉

森田批評は見た順に L ま1 ょう。

府税務鹿舎について

西山 この建物に自動車を乗りつけるのは、長官が一

年に一度位巡視する時イ立で¥税金を納め} こ来る者にはこ

の様な草容は不要だ。ポーチが大き渇ぎるo 1 かもその

柱I" I 細くて比例を失L ている。く12頁参照〉

井手 日本では雨.:i1' 多L 、からポ F チは必要だ。との建

物は更に増築される予定なので、ポ F チの大きさは完成

後の釣合を考えて決めたのです。

君臨回 あの療なポ F チは 日本特有だ。雨が多いからだ

ろ号。外図には少ない。ポ戸チの大ざさずi:/Jt. 増築L た

とL ても建物正面の大きさとの比例は間違っている。ポ

ーチの柱の人法石洗出しは惑い癖だ。また外壁の柱の下

( 基礎の部分〉がひっ込んでいるのは随分変だ。

商山 カウ : /! I ーの上にある柱についている血 の様な

柱頭はいけなし、。

井手 あれば設計ではついてなかったが、柱を漆喰で

塗っている内に太くなって 、 額縁 ｬｾ 枚まらなくなれ左

官が作らせてくれと云ったのです。

東簡の階段室の窓だが、私のブJ の若い者は直ぐあの綴

な事をやるので闘っている。軒の鼻 ｲＨｾ 放も大含過ぎる。

市警察庖舎について

小崎 形についで色々批評はあるだろろが、あれは工

場の古鉄材を使ってまEみ在 L たもので、設計者に苦心は

あったと恩号。勾配屋根があるので形もおかしく又無駄

でおるがJとむを得ない。外部にはタイルを貼るべきだっ

たが、金がなかった。

森田警察とはどんなも のか知らぬが、われわれの. i E
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義を守るところだろ号。威厳を保つととろだと云・8稼な

考えで設計される必要はない。屋根はるっても差支えは

なく 、あの建物の正面l士、大いに器十者の腕が接えた筈

であるのに、この結果ではi背けない。官腹述築の多くは

シ y メトリ F の外観になるから 、全体及び部分のj _ < ] 合を

よく考えてl Y i きたし、。 :Ic.' れより臭くする途("Il.よし 、。あの

柱などは比例を知らなしゅ ｉｾｴＮＺ ，。仁 Ｘ 頁 参 照〉

井手 大きな警察のマーグを建物正聞の践につけるの

ではないか。忘れを ペタγ とつければ向及、になる。

西山 きっとつけるに遣いない。それから事容の所に

プデ イゾグの僚な形の石が飾りに置いてるるあれば何の

積り泊、その傍のちょぼちょぼ とL た植木は何か。

須周 あのちょぼちょぼ植木は洗待ですナ。アメリカ

博でも沢山らった。あ の植木は もっと大き くなる積りか

知れないが、石の間にあるのだから大きくなれない。

佐 々 木 植 木 も プディングみたいな石も寄附で止める

釈に行かなかったのです。

井 手 玄関入口脇の電燈は建物色体の劃jに貧弱7こ。

佐々木 あれば仕入‘ をす。

須由 扉の木( " I 上等だが、角の丸味はガ F ガタだ。も

号少L 丁寧にやらねば、如何にも安普清の感がする。

井手 玄関広聞の階段が正面から少L ずれているのは

ど号云ろ訳だろち治、

佐々木 この建物( " I 突は設計2事務所に出 L たのだが、

各部の牧まりや間仕切( " I 市役所でJ t : 更 L た。階段の位置

は間仕切の関係です。

須田 局長室など壁紙が貼つであるが、夫弁際まで貼

ってあるのでなくて、中途の長押で止めてゐる。私はこ

の建物} こ油絵を寄附せよと云われているが、これでは絵

はかけ難L 、。洋画( " I 自の高さに墜に沿って! f ; t 直ぐにかけ

るものです。それを日本の額の織に少 1 1) .つむかせるも

のだと思っている人が多い。この建物でもさ「っと長仰の

上に号つむきにかけるに遣いないと恩ろと情けない。壁

紙を夫弁迄貼るか又は膝だけに L て置けばよかっずこ。

森 田 壁 紙 は 上等だが、やがて日に焼けた処と焼;1'ぬ

ところが出来る。貼り換えるだけの金が出るのか。

井手 知事室などは絶えず貼り換えている。所で窓( " I

ｻ￱ｊ 故木製タｾ，に ｌ たのか。



須田 鉄でやるべき寸法で木で造ってある。突に頼り

なしもう今から媛れかかっている。犯人が背逃げる僚

た気がする。あれは指物産が勝手に納〈したのか。

小 崎 窓は仰言る i重り鉄製にすべe " だが金がなかっ

た。外開の意味は金調it;， < ことです。寸法は指物屋が勝

手にやったのではな〈、設計が判nいのιです。

森田 木製の外開窓は問主主いだ。

弁手 写策室の設備はよい。あれだけのものは少いと

恩号。

府営アパートについて

森田 今日見た宮康の建築では、これが一番よい。

井 手 不 必要なものが何もない。 2 棟の内 l 棟は長い

が、あれ位の規模になるとどっL りして? いる。設計は建

設省が石本喜久ござんに頼んだ。

森 因 不 必 要なものがないばかりでな〈、湿っていて

形をな L ている。らの北に閉じものがもラ少 1 建てば尚

良〈なる。

須田 耳盟主t . f l . は良い場所ですね。あれでお仕舞いです

か。

弁手 北にもう少しらるが、日伊会館の敷刷で直ぐは

使えなし、。

森田 建設省の設計通りであると 1 ても 、階段の踊場

は狭い。階段を凸出させても広くすべきだ。

須田 階段など公共の部分が狭い。引越荷物など、階

段は狭いし窓からは入らぬ L 、さぞ困ると思号。

西山 制下室} こ自転車や羽. 母車を入れるに、階段が狭

L 、。

井手 金がかかつて点、とれだけの建物ならば階段は

凸出させても広〈ずべきだった。原設計には階段の窓に

サッシユが入つてなかったが、それは入れた。 f荷引越荷

物の出 L 入れには廊下式のプラ γ がよいと思号。

森田 ! 廊下式のプラ γ はいけない。

小崎 4 階迄昇るのは大変ですね。

森田 4 階でもよいですよ。そんなに度々出入はしな

いのだから。西洋ではもっと商い7 パートがら ':;;0 5 階

位迄ほエレベ戸タ 戸なL だ。唯闘るのは夜おそ〈帰った

時です。

須田 4 階でも場11れたら大L た察はない。もっとも西

洋でも女や老人は階段の途中で一服L ている。

それから、との僚なアパートには何故 conci erge く門

苓〉を置く様に L ないのだろ号方、。道機と I直結 L た感じ

で不安だ。地- r : 室も心配だ。

森図 形、もコゾシェルジュを置くのに賛成だ。

井手 敷地に囲いを L て番人を置けば良い。留守の時

の伝言も出来る。ついでに賓庖や共同浴場も Wa < 、金

がられば庭園や街燈もやり度ぃ。

府 倍 ア パ 』 ト 横 節 は 須 出 氏 ， 1世 l臼 吉 岡 小 崎 氏

須田 物干L そ何とかL てf貫いたい。一軒毎! とパ ) L コ

シ} 三洗濯物を下げているのは不体裁だ。

佐々木 屋上に共同の物干物Jを作っても盗紛があるか

ら使えない。

森田室内の意匠は粗雑だ。監の入隅が隅切りに L で

t ; ，るのが気になる。鉄筋コ y クリ ート の建物の中に日本

風のデザィ ν をする考慮が足りない。

弁 手 段の隅切は構造上の必要だ。窓がガラスと紙の

ご買にたっているととは如何ですか。

森田 あれは保温上もよ〈、悪〈たい。下手t.r. カ戸テ

γ よりも良い。

須田押入れが少〈て悶りは L ないか。

森田 道具の多い人y玄関るで 1 よろ。然1 . 家の大きさ

と上! 瀧L て押入才ちは釣合がとれています。

小崎換の高さが玄関ごt : : 間より 2 寸 L か高〈ないのは

感じが惑い。 5 寸位らって欲1 . いのではなかろ号か。

井手 コy グリ戸トの床にすぐ根太をやったので、犠

と土聞と 2 寸1 . かない。コ ν クリ ートの床に高低をつけ

るのは厄介にたる。

京都府立医大新校舎について

須田 間分お粗末だ。生木の板そ打ちつけた台の上に

府 立 空 軍 大
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実験設備などがのせである。あれでは上にのせた機披迄

がお粗末に見える。

森田 外観も余り色々なことをやり溢ぎている。外墜

を英直ぐiこすればよいのl亡、段をつけている。玄関上の

壁にl l t . ーったタイルも無意味だ。

京都市交i亙局病院について

森田 構造的には商白いのだから、もっと而白い設計

が出来た筈だ。正商の プロボーシヨ γ は間違っている。

: b の形は非常に大きな建物の外聞で凸凹も多過ぎる。プ

リカストの窓のグリルも意匠上は周遣いだ。く7頁参照〕

須田 建物が小さいのに. 大げさな表現を使ってい忍。

外部は石迭だのに室内はひよわい感じだ。また北側の窓

の場合、一つの窓枠の中に、同じ大きさにすれば良いの

に、 2積の濯った大きさの障子が絞b てるるのは醜い。

井手 外里をか石積だから、玄関など室内にも石を表わ

L てはどうか。漆喰にL な〈てもよいのではないか。

須田 病院の室内は白い漆喰がよいo ともか〈塗装は

甚だ惑い。電燈金物にはｾな色が塗ってある。窓サッシ

品の青い色は不杭快でたまらないo L かもそのサッシュ

の室内側だけはニスｾりだ。そ ｌ て室内の建具ナべてが

嫌ら L い色のニス塗だ。

森田 病院はペ γ キでなければならないo ハ γ ドルな

ど絶えず拭かねばならぬ。

佐々木 アメリカの影響で近頃は若い者か勝手気。儀な

色を書きる。との病院は市の営繕諜とは別な係でやった。

小 崎 病 室が忘れで 2 人用とは狭い。一体あの建物の

工芸をは幾らかかったのか。

井手 あれば本当は高いものについている。

森田 この構法はセメ y トの節約に意味がある。だか

らセメ ｙ トの安〈なった今は意味ブ ￳ｾ 湾ぃ。

須田 要するにこの建物は、ごつい処ととまかい処の

|え別がされていない。廃殺になるのを待っている憾な建

築です。

森田 誠に面白い表現だと思います。

保育所について

須田 この建物は今日見た内で一番古〈、 1 年前のも

のだそろで、その頃は材料も今より悪かったので L よろ

が、入った時の感じでは、至る処よごれて凸凹で、仕舞

い口の博覧会の僚に見える。家具や品物の置き方が乱雑

? と。調理室も不潔で、らの食物は食べる気になれない。

網戸はるっても蝿を外に出さない篤の網戸の際だ。

森田 良い保育所が欲L いと恩号。との保育所のデザ

イゾも小細工をやらずに普通にやった方がよかった。仕

上も惑い。

佐々木 との建物の設計は三座建築事務所に出 L た。
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当時は材草寺も惑かったのです。

京都市見 l i 院保育所 碗察中の一行

九篠保健所について

井手濠境が殺風景だ。建物の周囲に 1*の木も植え

ていない。

森田 との建物に限らず建物だけ建てて後はほってあ

るものが多ぃ。岩盤境は臭< t なけばいけない。

井手 あの小さい建物に沢山の室を間仕切温ぎて、廊

下の両側に小さな笠がぎっL り並んでいる篤に窮屈な感

がする。

森田 あれば院者の癖で、小さな室主を分けたがる。

井 手 塗 の数で モデル保健所の 指定が受けられるの

で、むやみに小さな室を作る事になる。

小 崎 玄関の曜をは漆喰に挨がたまる擦に 't.r. つでいる。

須田 病院と云号処は清潔で務頓ーされていなければな

らないのに、却って不撃ｾｾな処ヲ ｩＧｊＮ 多い。との保健所目もそ

ちだ。そL て. : b れが民衆的と思っているのか知らんが、

ｊＡＮ，ｬｪ紙掲示が多温ぎ、婦人所処室たどと支え・号訳の判らぬｾ

L い言葉がやたらに惑いである。甚tiJ1j なら L ぃ。

森田 靴を院がす事ばかり喧L<云ちが、その値打は

ない。

佐々木材籾が粗末なのです。予算がな〈て、との建

物と保育所と抱雪合せで、やっと一野の誇負がとって臭

れた.

九 録 保 健 所



井手 との標なバラック建築lま却って損ではないか。

屋根材など余り惑いから、直 ぐ雨漏りがL て懸湖南んで

L まち。

公祭会館について

須田 正面のフリ戸ズに女の浮彫倣があるが、あれは

写実的渇ぎるので、もう少 L 平面な王手彫} 亡し袋飾的} こL

た方が良いo 控闘はその前にある柱がた過ぎるので別廃

されているが、買を断そのものと、L ても馬の尻の描写は逃

げている ｌ 、又女の字 ｌ の頭は燐に了耳置に描いてｾる。名

古屋の丸栄ホテ) 1 - に猪熊弦一郎の描いた遊園の方が成功

L ている。あの壁画はもっとザラヲと L た感じにL た方

がよかった。あれでは弱々 L ¥，、。 仁3頁参照〉

o 聖書合 館 正 面 λ ロ

それから今日ｾＢￌ無かったが、いつも柱の聞にけばけば

L い絵看板が入っているが、甚だ立簡の感じをぶち康L

ている。吹画のスチ戸) 1 - を入れる枠の様なものも細〈て

いけない。

森田 浮彫の問題は同感。作者は若い人だろ号。あれ

は換えてほ L ぃ。柱は人法石だが戦前なら石を使ったの

ではなし、虫、

松井 正面の柱の太いのは将来上へ増築するためだ。

須田 オ F ディトリアムの中の彫刻仁左右の投光室の

目隠に使ってある等身女人像〉もいけない。もっと墜に

くつつけなければ、背中の方の退屈な所が見えている。

またオーディトリアムの中は曲線が多〈使つであるのに

映画室の光の出る窓などが矩形なのはおかしし、。曲線を

使号車はできる筈で一寸目ざわりに思える 3 然し建物全

体としては今日見た内でー蒋良い建物です。

森図 プラゾとしては、あれだけのフォアイエのある

オーディトリアムが出来たことは喜ば L ぃ。京都として

はこの建物の出来たととは有緩いこと tEo

松井 あのフ才アイエだけでもデザイナ ｆ をＱＡｴｾ員ずる

必要邸主bるのではなかろろか。室内が間接照明で落付い

ている。音響効果も臭い。

井手少し精いのではないか。

森 田 笠 聞 は 少L 暗いね。然L 夜の建物と L ては照明

の具合は良いと思号。

井手 色彩は地味です回ね。

須田 あれ伎で良いので、あれみl上けばけば L < ては

いけない。

市消防局について

井手 この構遣法は陵には良いかも知れない泊三、屋銀

や床のスラプと L ては無理がある o ( 10頁参照〉

森田 との建物については私は何も云わぬ方がよさそ

号だo ただシヤ F レでやれば良かったと思号。られもシ

ャーレかも知れないが・・ー。然しられほ安くできるから

やった続遣なのか、それとも早〈出来る穏なのか。

佐々木下関で倉庫をｾの構造でやったのがｊｴｫ初で、

これが 2 番目なのだが、安いと云号のでやったが. 結局

自民がかかった。

小 崎 安 〈 も 早 くも出来ない。鉄筋やセメ γ トの高い

時の考案で今は逆になっている。しかもフ' ロッグを現場

で作るのでは大L た利径はない。仮枠が安〈済んでも特

許料で金が要る。

松弁 今は木材が安いから仮粋が要ってもー体式の方

が安〈ついて良いo L かも此の構迭には何か然f l [ : があ

る。地震にも弱いだろ号。

佐々木一応均震にもつことになっている 。

森田 スラプと L てこの大きなフ・ロックを釣り上げる

のは無理な考えただ。

須 田 屋根はごついのに、軒廻りは弱々し いo 窓廻り

も普通の建物の窓の様に絢 <L ないで、ごつい枠をつけ

たらどちか。甚だ不釣合な気がする。

小崎 屋根の雨仕舞が悪いo 特} こ草子先は、 7 ス7 アル

ト防水の上に溜いそ) 1- ; r ルを塗りつけた位では、夏} 乙沸

いた時ー直ぐそ) 1-・タ) 1 - がめ〈れて仕舞う 。
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塗 援 に つ い て

全員 どうも塗畿が大変悪い様} 乙旬、われる。

須 田 案内に二スを塗ったのが多かった。ニスより

外に考えられぬ様} こ見える。

森 田 ニス雪量の乱用ばいけない。特に翁院にニスばい

けなし、。また惑い木材にはベイシトの方がよ L 、。

須 田 ベγ キでも艶のないむらのあるのが毒々しい色

ヤ塗って島るのが多い。ベ ν キほ何とかならないか。さ

もな〈ば透明ラ y カーの方が良い。

小崎 病院などはペ γ キでーなければならないのだが、

ベヅキの材戦が談後悪い。塗袋を具〈ナるには、それだ

け分離して別ヱ事可 ｾ Ｎ ￣ 背負わすか直営にせねばならぬ。

小崎 ともか〈普はあんなひどい塗装はなかった。

井手 最近の建物には墜の白いのが多ぃ。部屋が落着

か沿い。水性塗料でも塗れば良いが、予算; がな いから自主

白と云号事になる。

森田 畿は白ならば天井，も白〈ずれば良いのに、テッ

クスのままだから不釣合になる。テックスも白〈塗れば

具ぃ。予算の関係と云ろのほ逃口上だ。

小崎 外懸仕上に吹付けを使った: 例く府営 7 パー トコ

があったが、いけないと恩号。古い建物の化粧には良い

が、ずく. ポロポロ落ちるから、木銭ずり} 亡 L て 貰 い た

L 、。

森田 それは調合も悪いL 、やり方も下手なのだ。白

木の左官は木銀に慣れているから、それは上手に出来る

のだが、とれからの大きな建物には吹付けの研究をし

て、大いに使ろ様にせねばならぬと，恩号。大休日本の左

官仕事は余り細かい所} こ紳経質遁ぎると恩号。

井手 吹付は安いのだから、汚〈なればやり直せばよ

L 、。

小崎足場まかけるのが大変ちずよ。

テックスについて

森 田 テックスを仕上に使った建物が多いが、私( " i 嫌

いだ。 2うれは元来インシ品レーシ gν くi虚断) 1こf史ちも

ので、昔は日本でもそう L ていた。それを安いからと云

って、何にでも間に合わせに使ろからいけない。

必崎 テツグスも使い様によるので、野地の下に使え

ばlミぃ。もっとも京都の東洋亭} こ使ったドイ ツのテック

スは 7 分厚伎で良かったが、日本のテック スは惑い。

井手 テックスは安いから使ろのだが. ｾ失が附き易い

し、雨が漏ればかたが附く。

佐 々 木 澱気を帯びれば垂れて来る。

森田 水を吹いて打っても垂れるから、天井なら 1 尺

角以内にすべきだ。

須田 天井のテッ P スの目地を凹めた貼り方の場合

は、余程テッグスを英直ぐに貼らねばならない。今日見

た建紛でも凸凶だった。
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般 計 に つ い て

須 田 会繁会館を除ザ ば、今日見た建物{ " i どれもこれ

も同じ様に見えた。

井手 木迭にモルタルｾりが多いから、料糾と仕上の

関係で変ったものが出来ない。

西山 建物は皆同じでも良いのではないかo 入口の形

イ立が変っていれば良いのじゃないか。

須 田 税務臆舎の柱頭の皿だが、鈎めの設計になかっ

たのに左官の都合で附けたと云号。私は設計者と施エ煮

の関係J i I ' 剣らぬ。どち v r: 設計者の思号機にならないの

'lr、。

森田 それは設計清・の恩ろ通りになる特で、そろなら

ないのは最近の惑い傾向だ。余り工期そ念ぐからもあ

り、叉設計づきもらやl . 1 ，・のだが・・・・・ 0

須田 府立医大の建物は大都粗末だが、予算がなけれ

ば、あの荒削りの板の控でも良い。宮古だらけの板でも良

い。その悪い材料を使う方法を考える事がＡ￨Ｚｾだ。例え

ばロシアの絵本に惑い紙に僅か 2 色の印刷で袋術的には

:古:況なのがある。惑い材斜を良い材務と同じ使い方をす

るのが間違いだ。惑いものは悪いなりにｾ直に生か ｌ て

イ克ちべ脅だ。窓のサッ シュなどでもスチ戸ルサッ シユの

代りに木でや: ! > なら、木にした時にも 一度考え iな〈ては

いけなし、。

森田 外観} こしても素直にやればよいのに、余り色々

な事をやり遁ぎている。ｾれは止あて貰わねばならぬ。

井手 それは私の方の若い人の癖で、私は何時も停め

ている。然 L 私の方のは役所の建物だから実用本位で、

外観は気にする必要はない。

森田 そんな事はない。塁華街的と迄云わないでも、建

物が出来たら人はその外観を見るのだから醜 〈ないだけ

の設計をすーる必要がるる。

佐 々木 予算と年度がある篤} 三ど号してもやっつけ仕

事になる。悪いZ甚だがそ号なってし、る。

森田 その時} こでも 良いデサ' イ ナ F が おれば I主いの

だ。

井 手 私 の 方 で は学校定I f rγ 5 1pf立の人が設計をして

いる。それが妙な好みでやるので閑る o L かも背は 3 年

位かかつて薗紙に描いて設計 L tこ建物を i立く. トレーシ γ

グペーパーの上で設計ぜねばならぬ。

森田 始めからトレ 戸シゾグベ 戸パーで設計してもE t

ぃ。それが出来る人を養成せねば駄目だ。結局は良いデ

ザイナ ー が欲しい 。 制高教育 ｾｬ 主く ｌ なければならな

い。今は設計が突にぞんざいになっている。

佐々木 設計の出来る人はいな L 、。設計の本当に出・来

る人が事務を L ている。

井 手 課 長 が ス ケ ッチを L て渡せば良いが、その暇が



ない。また課長が課員の設計の批評もできないo

森田 課長だけが設計が出来て、外のえ訟は出来ないの

かナ。然し鞍守でデザ。イナーの養成は中絶したのだか

ら、回復せねばな らないo 識字中は学校で製図もせず批

評も受けていないのだからいけなし、。特に当時の工業学

校や工事などは当にならない。

佐 々 木 私の方でもデザイナ戸がし、ない。忙し〈なる

とデザイゾは設計事務所・に出 L ている。然し設計料は 1

分か 1分 5鹿しか出ぜない。

森田 諦十事務所に出ナことはf ! : ぃ。市の建築などは

もっと事務所に出ずべきだ。そして出ずな らlむ、設計事

務所に出さねばならない。それには設計斜がそんなに少

〈ては駄目だ。 5 分イ款は挽号 べきだ。それなら私も学校

を止めて設計事務所をやっても良いと思号。

佐 々 木 何 分予算が少いので… … 。

森田 営繕課長がその様な予算を組んでいるのがいけ

ない。

佐 々 木 何分恩号線にならないので・' " 。

森田 思号棟にな らないで済ますのは笛料課長の怠慢

だ。然L 理事者に考えがないのか、それとも市会議員が

いけないのか。

佐々木 理事者が刈らない。市会議員の中には技術者

がも少し権威を持たねばならぬと云ち意見もある。

森 田 市 の 建 物 は 市 民の建物だから 、理事者がもっと

良い建物を建てる責任感がなければ駄・目だ。甚だ倍 L い

ととだと，思号。

弁 手 市長や知事lこ理解がられば良い。

小 崎 言背負としては、らまり設計図と仕様書に捉われ

温ぎて融通治Z利かぬから、良いものが出来ないと恩号。

それから施主の娘心さが足らぬと恩号。出来た後で変更

そ命じられるのが困る。それも一二箇所な ら良いが、 10

箇所も あっては尉る。しかも昔の様に追加工事費は貰え

ないのだから、工事中に来γ: 見て呉れたら良いと息号 。

森田 それも昔に戻っていない事の 1 つだ。

弁手素人は図面が州ら ぬから 、後あら直せと云ちの

だ。 以 上

井 手 正 雄

小 崎 修

佐々木米太郎

須田園太郎

西 山 卯 三

桧弁務之助

森 田 慶 一

京都府営繕課長

ミヲノ工務唐社長

京都市蛍鰐線技師

洋商家、議術院会員

京都大学建築学教室助教授

京都府建築部長協会京都支部長

京都大学建築学教室教授
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京 都 の 街 頭 建 築

京都にもチラホ ラ新 しい窓! l ' e をこらしたEE物が! 民につ

〈よろになった。最近では目ぬきの通りではそれらの比

賓の方が大き〈なった牒に思える。- ーというと東京や

大阪の人々は変lこ思ろかも L れないが、京都lま非戦災都

市なのであ名、。鐙火管制がな〈なって 、街に灯がつ〈よ

ろになってから L ばら〈 、京都に来たと. の人も京都の符

はちつ( l いとい L 、京阪紳の消費娯繁tリi は京都である

かのよち な様相を是したときが、 L ばらくおった。大阪

商人が京都に入って来て京ぷりでない商才を発燦 L た。

が. とら L た京都の繁盛もしばら くの問であって 、やが

て「待合、料潔 ｬ 吉、ヤミ建築」と蕎意ｾる主主築界の人々

に後ほどヒゾシュ F されだL た一連のイゾ 7 レ建築が戦

災都市をお L ろよ号になると、京都の相対的な色はあせ

たといわざるを得な〈なった。その頃、かつて京都に住

んでいたある人はこちいちことをいった。

「久L ぷちに京都に行ったが、街全体がつかれている

感じだね、家々の梼迭も外観 も、家並みも 、そし て電車

の中にのっγ いる人の服装まで、み十ぼらしいと感じた

ね」ー部の人 々でるろろが、た しかにほかの都市では街

頭をカッポすJ . . j t 人々の服装はその頃から昔の統行風をと

りもどしかけていた。

とい号よ号な歴史をしるものにとっては、京の街に新

1 ぃ惹(1互の建築をさがL でみるのは、作J 泊、L ら非京者間'1

なものの探求を意味L そち (3';!bるo ' ) 釘実そラい号新しい

ものの 中には殆ど「京都」の風土的なものは見出され

す¥どこの都市にもみられる共通のハ リボテ細工のそ〆

ｾ ＺＯ風が圧倒的である 。

しか L よ〈みると ー種の京都風ともみられるものがな

いでもないo とれは多分「大工さん」につ 〈らせると こ

ろから生れでくるら L くみえるもので、出椅子、 ノレゾ

の京都の町家風が新L い建物の 7 ァサ ー ドの重要な要素

} こ出てきてい宕のも、所々でみかける。今出川通 りの郷

川島た りでるったか、黒ずんだ出務子の家のみじかいコ

y ノレゾのはため〈下} 亡、中にわの採光で目民地をならべ
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、_. " " " 、ｾＮ＼Ｍ，［ＩＺ乞切川、Ｇ｟Ｂ州内

守，

わ札われにしばし「態気j せし

酌たまえ。( 千木今出川〉

デザイ Y 窓際の過剰. める仰

はZ主主ね。 c裕北中前〉

ている脂が電車の窓からふとみられたが Ｎ ぢ ｲ 建て ｜ＮＢｉｾ な

し4がころいろ風なさりげない取扱いは建築家の限に而白

〈感じられるもの L 様に思えた。思わずあらわれる切実

入 口をとっつけたファサ戸 f はどこの謝市でもみられる

ものだが、と L にもおる。商障の酒場、凶係大宮の喫茶

腐などがそれでるる o L tJ， L この際なものは、第一級の

ものでなくてゲテモノと考えられている。

ではゲテモノでないものとは?

一応 7 アサ F ドのコムポジショ γ に何か設計のあとを

感じられるものとなるのであろろか。この積のものにも

いろいろるる。いかに・もコッテリとあの手この手とつ〈

られる、いわば露骨な折衷主義: 風のものである。多分施

主の注文の過剰の産物

であろ号が、そうでな

〈てあまり良識的く?

コでない設計者のあそ

びと商業主義とが〈っ

ついてできた奇妙なも

のもある。思い切って

スツキリつくってみた

持出 L のショーウイ ν

ドカ司薄造的にもたない

ので、 ツッばりを L て

いる北大路のらる商脂

n鎖勿は内軍事を表現しな吟ればならない・・ー 」

(三銭京筒〉

などは、その一例とい L 得よち。

そのほかに、凶面でみれば一応まとまっているだろち

といち感じの建物一一よくきいてみると懇意の人が設計

者であったりするーーがある o とれらが本来の新意匠の

建物 といわれ るべきものであろｾ 0  L か1 、京の街をよ

〈あるいている人でも、うつ L て来た写実をみせると、

とんな建物がらったのかと ものめずら L い気持を感ず る

人が案外多いよ号でるる。とのことの意味はどち L ても

考えてお 〈必要がるる。
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豪華芭ロマジテイシ，，: ムへの

餓嶋。 c河原町図録〉

岩君主どけの建築( 京! 蚤) 。

その庖が何をやているのかつ、時々にかわってゆ〈広

告、カ ゾ メ 人 シ ョ F ウイ ソドの巾の陳列物などはtlJ 合

によ〈みているが、建築家でも案外 7 ァサ ードはみてい

ない。とれはわれわれの注意が散漫なのではな〈て、む

L ろ賢明に生活ナるための精紳の合理的たはたらきに根

ざしているといえる。つまりファサ F ドなど、極端にい

えばどろでもい L のでるる。何かにつけて都市生活の舞

台をていきよち L 、そのフシイキを形づくっているもの

であるととはたL かだが、建物のフアサ F ドは建築家が

設計守るとき気にするほど人々の注意をひ〈ものではな

いといってよい。

それと同時に町の建築の 7 7 サ戸ドれは、カ γ バγ に

代表される臨時的な形の

要素がきわあて大きい。

それはもろもろのカ γ パ

γ 的建築をみればわか

る。カゾパ ν を袋飾文字

のよろに 7 y サ戸ドのコ

ムポジョ ν の要素と L て

とりす? ました形でとり入

れに L 方がど号かといろ

点についても問題があろ

号。建築家ほどちも永久

京都にもモダ ｙ 匙築 ｩｉＩｾ
( 図録木屋町〉 構築物だけを問題にL が

ちな自じよう自ば〈が商業建築をみるたびに感じられる

ことである。



京 都 都 市 計 画 の 展 望

( ; 1 : し泊Z き

京都市が名実共に図際観光都市として世界平和1と園際

聞の親善に賞獄する ため京都関際観光文化都市建設法が

今回の臨時図会で可決されることが確実 となったので、

京都の渇去と勝来についての考祭を進めて見たいと思号

のである。勿論将来についでの計局1は目下調資研究中の

ものでらって市是として決定された ものでなく 、都市計

画の一学究として個人的主観に基 〈ものでーある事をおこ

とわりして置きたい。

1. 京都の生立ち

京都都市計画の懸史段、何 と云っても桓武天皇

の延暦 13 年 (794年〉にさかのぼらなければ反らえ主

い。当時京者1¥1 1 : 新都市を建設したのは祉会の進歩

に伴って必然的に出現したもので泣 く、 奈良朝に

完成し? と中央集権的体制 をそのまま新しい地 繋に

移してそれを強化す る獄に計画されたものであてっ

たから、 その都市の構造も奈良に鈴ける平城京を

模倣して移したも の で し か 泣 か っ た の で あ

る。従クて遺路の名称、 も殆んどそのままに命

名されたので あったが、幅員 は増大し朱雀大

路の如きは 2 8 丈 (終1 8 3 m) もあったのであ

る。( 図 1参照〉

との都市 の周囲には羅城を繰らし大内装ーは

一僚遇とニ僚jifl 及び東大宮よ b 西大宮l 1 : i渉り

( 面積約466，000坪 ) 14 の宮門を開き紫崖、

清涼、大極殿以下の諸殿舎を始め諸寮官廊は

皆乙の中にあった。宅地は各町〈方40丈〉を

4 行 に分ち更に各行を 8 戸 に分けて乙れを 1

戸と した。 斯 くてー閣の首都としての形体を

たし奈良、長岡の二京にあった官民も続々移

りー犬繁栄を来 したのである 。試みに朱雀大

路を羅城門に入れば廓窓連り 8 3 m の広路は

旦々と 続き路傍左右の樹列は綜蔭? と友し大邸

宅と相和して麗 しく 而 も山河襟帯の均II 、雪巨峰

繰り天然の美と人工の美と相f突ってと. 1. 1' と卒

安朝の文化を構成し成長を始めたのである。

卒安京集都よ1 ) 41年後承手112年 ( 8 3 5年 〉には

市品 林 貞

西ノ京( 右京区方面〉衰類しはじめたので市場の

専賓 品制度を復活して人ｾ的 に其の 繁栄を維持せ

んと試みたが、地理的僚件を無視した計 画の所 詮

どるべき衰退の道を歩まねば主主ら泣かてったのであ

たる。かくして住民は東の京( 鴨川の東西地区)

に集る↑ 青島と主主ったが、 との繁栄も久しからず数

度の犬火と鴨川の洪水の結果、次第に紅寺邸宅は

洛東( 東山方面〉 に移る傾向と主主り洛東、白川方

面に念速に発展し市街地を主主ナに至った。新くし

て平安京は実都品探 400年、時に除盛嚢があヲ7と

が犬勢は漸次発展の気運にあった。然し主主がら藤

原氏の失権と共に栓は漸く多事とえ主 b保 元 (1， 1

56年〉や治 ( 1，159 年〉の乱相次いで‘ 起り加うる

に安元 3 年 ( 1，177 年) の大火 に よ れ 大 内 裏 、

諸官聴をはじめ邸第民家等 2 万余戸を焼失した。

其後足利義政の時代迄に者1¥市復興も多少進捗した

が、応仁の散乱 のため枇寺民家其の兵火を菟れた

もの殆んど主主く、住民離散して荒涼其の極に達し

平 安 京 会 直 面
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? とのである。 1，591 年〈天王19年〉豊臣秀吉に工

る都市計画が実施された。実・の範囲は犬休左京地

区( 平安京の東半分〉に限られ、旧来の 1 町四方

の町害11は穆. 々なる点で不便であてコたので中央に甫

;1じの新道を設け東四30間南北60聞の地害11 とした所

もあり 、今日京都の旧市街地は大休秀吉時代の区

11J 整理そのま与である。其の後徳川氏大政を執る

に及び政治の中心は江戸に移ったが倫京都の市勢

が衰えを見せず天和元年( 1 ， 681年〉には人口 57

7，000 余人 f L . 達していたと云われている。乙の繁

栄の母胎と及。たのは凶陣機業で、当時封建前士会

の手工業として世界にもまれ主主7.Kt舎に達していた

のである。

じての京都の発展が始まるのである。第一女世界

大鞍は各種産業の急: 激君主る発展を導き当時法律を

以、でしては到底健全怠る者J¥市発展に備うる乙と困

難主主ると認め、大正 7 年東京市区改J E僚例が準用

せられ大. i F . 8年内閣の認可を得.. 1と、とれが木市に

Bをける近代都市計画の先- 駆である。

2. 都市計画の現朕

明治元年 (1， 868洋〉東京遷都の布告が発せら

れ 1，075年の長きにわたる古者! ¥I ' L 終止符が打? とれ

其後琵琶湖疏水、街路の新築主主張、電気軌道の布

設工事等、京都三大事業の完成と共に近代都市と

明治21年市制の実施以来 5 固にわたる市域の変

蓮と、大正 8 年都市計画法の発布以後10数回の追

加決定とによって現在の京都都市計画の般要は

( a)  - ( d) 表の如きものである。主主お京都南1市計

画区域面積は ＵＶＵＮＲＱｋｭｾ 京都市菌積は ＵＳＵＮＱＶｋ

ｭｾ であり、うち平地利用面積は ＱＴＰＮＰＰｋｭ Ｒ で

ある。

( a ) 地域及び地区制

地 域 地 区 名 | 面 積 | 備
考

I  A  " " "  " " " 柿|主と Lて京都駅東山線丸太町大宮通をー囲む

商 業 地 域 I 4，600，000坪 | 地 域 と 議 訟 の 両 硫 一 一

112， 270， 000 11 I弘 氏 山 陰 線 醐 及 預j腕 郎伏見る
I  .J.. L I， L l I V， V V V 4 /  I  西南部

一 一 一

住 居 11 119，田 0，000 17 I主と L て本市の東部、北部、西北部

I  。i主主 L て西極夏LF!lJ J 丙晶画石三藤友副辰一一

未 指 定 17 I  4，120，0 O L h里阻まれる区被

計 I 40，050，0∞1I I  

一一一一一一一「一一 τｾ Ｍ ｬ 官軍事 Ｑ 石段 下一大宮遜 Ｓ 両側
f 型同日- ー39，06

1

一国霊よ地盤二五却
) (1 

乙 /1 1  6，80011 1新京極附近

計 | 仰50 1I I  

I  I  ｾ主と ｌ て外廓線より ＱＵＰ ｭ 外側 に図れる lゑ

準 防 火 地 区 |
一 | 域 伏 見 、 日 檎 の 中 心 部 議 鉱 何 側

風 致 地 区 ド3，820，0岬| 御所、鴨川、東山一帯地区の外沼地区

( b ) 街路及び公園

種 万リ ｾ各線夏 巾員( m)
計総延長くm岡〉

事延業長完( m成〉 出来高鮒合

街 路 194 5. 5- 50 401，700 143，000 36% 

種 別 計画個。処数計踊総面積〈坪〉 事業完或面積く坪〉 出来高割合

普通公園 18 562，160 153，680 2 7 % 

児童芝公園 12
0  

110，120 60， 760 55% 
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3， 新 し い 出 発

現在決定してるい都市計画

の思想、の根底は将来市街地

化ずるであろうと予想する

一定の区域を定めとの区域

の中に都市要素の総てを集

中し之の隈られた区域の中

において活動せしめんとし

ているのである、しかも計

画当時ぽ第一次大戦以来の

都市の念激主主る握手脹の一般

的傾向に及らって計画され

たもので京都の持ク特性に

ついて特別の考慮の排われ

方が非常に少泣い、善々が

今後考へ様とナる計画の基

本理念ぽ明確たる者: j ¥"F行の性

格をとらえ之を生かし、都

市行政区劃全域に亘る市街

地化を阻止し、都市の概念

を改めて人家連担区域と云

う点から飛躍させて都市と

農村の融合ナる地域に迄拡

げた所の超市町村計画で主主

ければ及ら主主いと云う事で

ある。



( a ) 性 格 の 認 識
( c ) 区 割 整 理 事 業

京 都 l念其の生立に於て錨

種 jJ U  組地合数区又数は 総面積く坪〉 完成商積く登記〉 出来高割合

ぺ? と様に 1千百有余年の間

種々たる時代の盛衰と変謹

組合施行
23 

を遜して、 よく印度や中園

代 執 行 21 

に栄えた文化の梓をおさめ ( d ) 下水道事業

者jl 市文化の生命を保ち其の
計画排水区の数

遺産を蓄積保存して来たの
4 排水区

であるが、乙の数多め文化

遺産は市民の生活から遊離した古文化財として在

るのでなく、京都の自然的地理的環境のろちに風

俗行事、芸能等と溶け合てって市民の敬養と生活の

中に生きているのである。乙のととは京都が観光

都市として内外人の注目と憧僚のまと L 主主ってい

るのである。叉古文化財のみ主主らず文化を愛する

市民の伝統の中に新しい文化創造の基盤と、乙れ

を可能にする諸施設を具備している。乙れ等の点

に関しては万人が認め、誰でもが称える題目であ

る。然し乙れのみにて都市の円満健全主主る発展を

期し得・るであろうか、其の者JI 市が長期に. . e . . T股磁

をもたらすにはどうしても産業経済の振興殊に中

小工業の保護育成が重要注る課題である。京都市

の産業別人口構ー成〈昭和ｾ 22 年 闘 勢 調 査 ) を 調 べ

ればとれを証明して余りある。即ち人口総数の約

40% は直接製造工業に従事する者で、とれに第二

次、三次的に関連する職業人を加算ナる主主らば、

乙の産業の面にも京都の性格の一面を見出ナので

ある。特に紡織工業は従業員数にlえ・て、其の生産

額 に お い て 六 大 都 市 中 の 優 位 に あ る と 云 う 乙 と

は、歴史的伝統に加 :うるに立地保件を証明するも

のではないで‘ るろうか。

( b ) 新しい目標

吾々は芸者11の主主主る三てつの性格にヲいて再認識

を主主したが、乙れを生かし且てコ市民生活の向上を

計るには如何主主るものに主目点をおいて計画を樹

てるべきであろうか。ヨたの諸点を中心に解析を試

みよう。

( イ〉観光都市

( ロ〉文化都市

( ハ〉生産能率高い者1¥市

( = ) 心身保健化の都市

( ホ〉不燃化の都市

2，427，100 872，270 36，% 

4，021，390 957，450 24，% 

排水区総面積 事業完成面積 出来高割合

4，787. 2ha.  l ，353. 2ha.  28. 2，% 

〈イ〉観光都市と( ロ〉文化都市にづいて

観光客をして最も良き印象を与え再び狭心をそ

与る所のものは観光資源の豊富と其の施設の完備

もさるとと主主がら市民の親切主主温かい心 のもてえに

しであると謂われている。然し乙与では施設面即

ち京都関際文化観光都市建設法案を紹介し若干の

説明を附カI f しよう。

京都箇際文化観光都市建殴法案

第 1 ｾ際仁目的〉との法律は、京都市が世界において、明

びな風光と歴史的、文化的、美〆倒句} こ霊夜な地位を有

するととにかんがみて、図際文化の向上を図り世界恒

久平和の思想の達成に資するとともに、文化観光資源

の維持開発及び文化観光施設の整備によってわが図の

経済復興に寄与するため、間市を圏際文化観光都市と

して建設することを目的とする。

第 Ｒｾ 際く計凶及び事業〉京都圏際文化観光都市を建設す＿

る羽市計磁仁以下「京都圏際文化観光都市建設計画」

といろ。〉は、都市町到法〈大正 8 年法律第36号〉第 1

僚に定める都市計画の外、国際文化践光都市と L てふ

さわしい文化観光施設の計闘を含U ものとする。

2 京都圏際文化観光都市を建設するP事業く以下「京都

閤際文化観光都市建設事業」という。) { ' 1 、京都圏際

文化観光都市建設計幽を笑施するものとする。

第 Ｓｾｾ ( 文化観光保存地区コ京都圏際文化観光者jI市の区

域内において、文化観光資源又は文化観光施設の維持

保存のために、文化観光保存地区を指定することが

できる。

2 前須の地区の指定は、都市計画の施設としてこれを

L なければならない。

3 京都市1' 1 、係例の定めるところにより文化観光保存

地区の区場内におけ石工作物の新築、改築、増築若し

くは除去、土地の形質の変更、竹木土石の類の採取そ

の他文化観光資源又は文化観光施設の古田幸保存に著L

い影響を及ぼす農のある行E蓄を禁止 L 、又は制限する

ことができる o この場合において. その禁止又は制限

によって撹害を受けた者に対じζ は、京都市は、通常
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生ずべき損害を補償しなければならない。

第 4j 際( 事業の執行〉京都圏際文化観光都市建設事業は

京都市の市長が執符する。

2 京都市の市長は地方自治の精神に別れその住民の

協力及び関係諸機関の援助により京都圏際文化観光都

市を完全成することについて、不断の活動をL なけれ

ばならない。

第 ＵＱｾ く事業の援助〉図及 び 地方公共団体の関係諸機関

は、京都圏際文化観光都市建設事業が第 1 憐の目的} こ

てら L:重要な意義をもつことを考え、その事業の促進

と完成とにできる限りの援助を与えなければならな

L 、。

第 Ｖ ｩ ｾ C特別の助成〉閣は京都圏際文化観光都市建設事

業の用に供す :s.t.こめ必要がある、と認雇うる場合において

は、図有財産法く1I明日23管法律第73号〉第28僚の規定に

かかわらず 、 その事業の執行に憂する費用を負担すｾ

公共団体に対 L 、普通財産を譲与することができる。

第 7 燦仁報告〉京都圏際文化観光都市建設事業の執行者

1" 1 、主主の事業がすみやかに完成するよちに努め、少く

とも 6 ヶ月ごとに建設大臣にその進行獄況を報告しな

ければならない。

2 内閣総理大臣は、毎年 1 回図会に対し、京都圏際文

化観光都市建設事業の獄況を報告 L なければならない

第 8 係く法律の適用〉京都圏際文化観光都市建設計画及

び京都圏際文化観光都市建設事業については、との法

律に特別の定めがある場合を除〈外、都市計画法を適

用L 、且つ、特別都市計画法く昭和21年法律第19係〉

第 ＳＱｾ を準用ずと Ｓ 。

附 則

( 1 ) との法律は公布の日から施行す :50

く] [ ) との法律施行の際、 現に執行中の京都瑚?市計画事

業は、とれを京都圏際文化観光都市建設事業とみなす。

( l l i ) この法律は、日本幽憲法第95係の規定により、京

都市の住民の投票に付ずるものとする。

乙の法律案を提出し? と理由は京都が明び主主風光

とわが園の歴史、文化等の正しい理解のため猷く

ととのでき泣い多くの文化財を保有し世界におい

て歴史的、文化的、美術的に重要注地位を有ナる

乙とを考え、京都市を園際文イ時耳光都市として建

設ナる乙とは世界恒久平和の理想の達成に貧し且

つわが閣の経潰復興に寄与 ナるゆえんであり 、乙

の目的を達成するために法的措置を講ずる必要が

あると考えたからである。

さて京都圏際文化観光都市建設計画の概要を述

ぶればヨ々に示すよう主主ものである。

( a ) 観光基地と L ての都市内部の整備
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くi ) 市民生活} 乙対する保健衛生施設及び交通保安等に

関する整備

くi i ) 宿泊休養施設と L てぽ東山々 霊堂反び本市の東北部

} こホテタL の建設、英の他日本式放館の改造、主要観光

地点にレストハウスの建設

(ii i) 東海道線、山陰線の高架促進と駅舎及び広場の舷

猿改築

仁b ) 観光地帯を結ぶ交通網の整備

くi ) 琵琶湖方面を結ぶ道路即ち京津図這、 山中越及び

途中越等の整備

くi i ) ぬ奈良反び宮津方面と結ぶ図道15号18号綿の整備

くiii ) 阪紳方面と結.4: 商圏街道其の他の整備

くc ) 主要観光地点を結ぶ交通網の整備計画

くi ) 東山 霊々宮、醍醐、宇治、桂、脳段、北山々麓等各

地点の海絡毅備

くi i ) 都心部より各観光地点との連絡道路の整備、鴨川

東岸線、摺川線及び東方と西部との主要地点、の高速度

直織泉の漣絡と新設

くiii ) 比叡山、大文字、西山等のドライプウエ戸の建設

にd ) 観光資源及び慰築指設建設計画

くi ) 菌室、史蹟名勝天然言it念物英他古文化財の肪災保

存修理

くi i ) ゴル 7 場、綜合運動場、動植物園、博物館、観光

会館、劇場、育祭堂、英他慰豊能1 i f s 設の建設計画

以上を事業種別にら ぐれぼ

く1 ) 這路事業の完遂

に2 ) 交通機関及び同事業の充実

く3 ) 宿泊休養施設の建設盤備

く4 ) 衛生施設の完備

く わ 古 文化財の防災保存修箆

く6 ) 景観、風致の保護育成

仁7 ) 不具住宅の除去と改兵及び一団地の住宅経営

く8 ) 港湾、運河、河川、水路の修築整備

仁9 ) 公閣総t也の新設整備

く10) 文化観光慰築施設の完備。

とれ等の計画の内第一期の目標にクいて費用概

算すれば約 300 憶を要するものである 。

其の外現行の用途地域の再検討と者j¥市不燃化の

ための甲種防火地区の拡大強化及び乙れにともな

う市街中心 地の建物の高層化と共同化を考えてい

るのである。即ち少主主くとも鴨川 一東 海 道 線 一 丸

太町通一千本遜 に図まれた地域約 9K m 旦 は 永 久

待遇地域、英の周辺の外廓線内と伏見中心部約20

K m
2

は準永久縄: 謹区域、 其の他郊外地は木造区

域として充分主主る基地を保有する様計画 するので

ある。



^ ロ 推 定 表

~種- - 別九~年- -次下 昭 回M 和. 1 .... .... 何v 年「 28年

5年間の人口増加率を
1，195，000 1，，201，040 

0. 12 と せ る 犠 合

5年間の人口培加E楊容を合

130，∞0人とせる

1，195，000 1，272，000 

4. まにしろぼ画〈京都

京都市将来の人口ほどのように友るであろうか

乙の様に増加ナる欣態において前述の施設計画

のみで密伎の紋態が解消才るであろうか否益々遁

輯の度をま曾カuするにちがいない事は先進諸閣の都

市の実放を見るととによヲて明瞭で ある。 1924年

万園都市計画会議の決謝岡領ぽとのととについて

吾々に最もよさ忠告を与えてくれるのである。

30年 35年 40年 4咋 a

1，338，400 1，481，800 1，625，200 1，768，600 

1，325，000 1，455，000 1，585，000 1，715，000 

然らば王女者1¥の将来の姿は如何に主主すべきであろ

うか。第 2 図に示ナ様に外廓線周辺地区を限界と

して暁蛾一梅津一久世ー上鳥羽一稲荷山に蓮友る

半円形の中 l K. M. - 1.  5K. M. の生 産 縁 地 帯 を 設

定して、乙ムで、市街地の膨張を一且阻止し人口は

100 万を隈度とする( 中心部建物が高層化された

場合〉。

其他除図 Ｒ に示ナ ｪ 毘 ｢ 入口 ＲｾＵ 万の田園近郊、

第 2 図 ま ぼ ろ し に 函 く 京 都

田園都市を建設するのである。と与に田園都市論

を再び提唱する所以のものは、

立地保件に遁合した工業主との

(  

| 岨牢| 絞Tλ o. t.、軍 i，. 万|

地域に誘起せしめ、大都市に集

るであろう農村人 口をと与 に吸

集し或は叉遁地を求めて人気的

に京都の工場を分散既置すると

とによって母都市人口の疎開を

行い、中心地区の遁密放態を解

消し充分主主る空地を確保し都市

の保健化に資ナると共に農村文

化の向上を計 b 、文化観光都市

の 一 環 と し よ う と ナ る の で あ

る。然し注がら逝去においては

田園都市は育? と泣いと請われて

いた、けれども吾々はとれを可

能にナる様主主武士会の到糸をかた

く信ずるのである。

以上の観点に立うて、まぼろ

しに画 く京都の姿 l会歴史的、地

理的に、或は経済的、祉会的に

関連性を持てコ旧山按園を基盤k

して四僚烏丸を中心とする宇径

30K. M函缶拡大されるのである

( 筆者・京都市土木局都市計画

課調査係長〉
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.. " B二

ヨ己
型 陶と

唐三彩の明器を官官にして、 その騎蛇、人形等彫

刻力の非凡なととに縫いた。

余 P にその彫刻力が強大主主ために湾えるととは

若しとの人濯が絵画で之等のものを表現したとき

は、恐らくとの彫刻程の表現力問; 無かろう。今か

ら20年以前に私の長男が4 援伎のときに、私の陶

器工場に何時も遊びに来て、与えた陶土で熱心に

自由に目に見える立体を容易に彫刻するのを見て

やは b 此の感を同じうした。 之は絵画仕立体を平

商の上に表現する技術であり、彫刻は立体のま L

( 縮尺で〉表現する技術であるので、小児にとてつ

ては彫刻の方が表現の方法が容易で・あ てった点にあ

ると思えた。それでその子供が絵画でその立体を

表わそうとしたとき 、到底表わレ符方、かてコたとと

を見7ι 。即ち zp-菌幾何を 習得した後rC立体幾何 を

習得しなければ主主らぬ捺に思うととと絵画と彫刻

の関係とはさを然遺てっているととを慌てコた。そとで

或時或る教育者の集 b で、 その子供の槌えた家、

人、陶窯等の作品を並べて、 同時にその子供が: t I i i

いたそれらの絵を見せて、初等美術教育では卒面

の絵画を習得し? と後彫刻的にま隼むよりは、最初か

ら彫刻j 的 な粘土細工で立体の美しさを表現し、後

寧ろ技術としては平易で主主い絵画に進む方が良い

ので、ｼまないかと言う結論に立ち 到 って 、 之を出 ｭｾＧ

の諸君に諮クたととがあてった。しかし出j市の諸氏

は総べて皆絵画 の教師迷で、あてコて余り立体である

彫刻に関心を持たれ泣かヲたま誌に、私としては新

28 

立

読

物

詩

3ま

-=-Eコ

日ヨ 憲
士

口本

発見主主る如く思っていたとれらのととが立ち消え

ヒX つ?と。

工芸で私の今思 う最も 欠けているととは、彫刻

的主主美しさを表わし得る人の少いととと思える。

若し唐の明様の様に彫刻だけしか知ら泣い工人が

あるとすれば、今の株主主立 体 としては見映えのせ

ぬ形の工芸品を作らぬ-eあろうと云うととに帰着

する。

立体の工芸のーj音 大 仕 掛 な も の に 建 築 物 が あ

る。製図で、最初Eムかれた建築物が、正面中央に立

てコて凡て左右の均衡が美しくとれているのが、 時

として観点の位置が変るにつれてパラパラに均 衡

の破れて行くのを見る。之等もその建築家が幼年

時から絵画的な修養よ b も彫刻的な修養主待てい

たなら、直ぐその製図で‘ やる建築の欠点を発見し

得る営ーであると思う。

陶縁の将来はどうなるかど言う人があるけれど

も、私は在来の最も機峨的でないもの、多量生産

でないものと 、最も発達し? と多量生産のものとだ

けが胸部として生命を保ち 、 その中間のものは全

部泣く主主ると考えている。最も原始的主主厳に考え

られている手fii ，の設いタ y チの陶器、臨櫨 も美術

室長が自分で扱ったもの、 それらは残 b 、 多量生 産

と言。ても吾々が今場えている位の多量生産では



主主〈て、 丁度ガラス瓶を一つの大き危機械で始め

から仕舞まで一分間幾てつと言う様に高速度に作 P

得る陶器、以上の二てコの種類の陶器が残ると私は

考えている。伝統的友在来の色絵の技法で、欧米

人が見てプリントと間違える程精確撤!訴に檎ける

日本の色絵もそのークであ b 、民芸風主主荒い筆致

の染附或は鉄械のものも残る種類に属すると思

う。しかし最も明らかに滅亡の兆のあるものは、

展覧会出品にある欧米の雑誌等からヒントを得? と

種類のもの、それから第二回世界大戦前の機械鰭

輔の様主主初歩の機織生産はやはりもうその前途が

見える株主主気がナる。恐らく金属工業で発達し? と

プレス、金属型、 トンネ Jレ窯等の多量生産が安償

陶器の領域を征服するものと思える。肌と云えば

尽 の

京都に於ける漆工の歴史は古い。特に卒安謹者1¥

以後は、京都はわが闘漆工界の中心地であてった。

徳 川時代には文化の中心が江戸に移てった1誌に、産

業としては幾分!衰えた感があるが、一方京都には

多くの名工が輩出し、独特の雅趣ある且精巧堅牢

主主漆器を産し、みずからも誇り符たので、あった。

明治から大正にかけても、その伝説ぽ崩れず格調

の高い製 i目を出していた。江戸から明治にかけて

の京の名工としては、例えば塗では宗哲や木村表

斎、蒔絵では山本利兵衛・の如き人があれ最近迄

京都の伝統的技術を設クて来たのは、イlすれも乙れ

らの門から出? と人々で、あった。

漆の用途は広く、住宅建築に使用せられるもの

としても床権や襖の縁等があり、俳壇・俳具もる

る。ま? と刷毛・傘や織物f ' Z こ使ラ漆糸等の如きは技

術的にほぼ Ｑ ＮＧｬｬ鼻であるがｩＧｬｾの使用量の点では大き

い。更に昔は武具にも多く使用された。然し京都

の漆工として最も良い作品を出したのは、室内調

度品及び食器( 茶道具を含む〉であてった。そとで

以下述べる話も自然その室内調度 I品及び食器を中

丸形の皿、徳利も亦艇嘘でひかれた丸形と居、うと

とは泣く主主り、角丸皿、或いは角誼等の具形が電

気皿洗機の発達と同時にその位置をとり代えるだ

ろう。樹脂も亦陶器の領域を犯 して来るーてつの新

材料であり、現に漆がその樹脂にとって代られも

はやその前途は見えずいている 。陶器はそれほ E

でも主主いが、在来の陶若きは先づ漆の後を這う蓮命

にあるまH く思える。その時はじめて手製の成形、

手・惜の拙線等原始的な陶器がやは b高債ではある

が吾々の生活の中に残る援な気がナる 。

く筆者・ 陶毒事家〉

後言E この稿l玄、宮本氏の口述} とより 、私が筆記L た

もので、文章の責任は私にらる。表題も勝手につけさせ

て頂いたことをお断りする。 く白石博三〉

漆

稲 垣 孫 一 郎

心 とするととにしたい。

東京にも良い漆器があるが、京都の漆器はるく

まで本格的左手法によヲている 。

素 地l士、板物及び曲げ物に除檎を 用い飽瞳物に

は棒を使うのが普通である 。素地を 見せる 仕 上の

場合には松 ・杉 ・桐 ・栃 ・紅葉主主ども使うが、 と

れば素地が荒れ易いから 耐久性が少泣い。塗も従

てコてあっさ b としたものを行い余 b 技巧を凝らさ

ない。黙し何れにしても 、索ま! l i は良く乾いた木を

遁当ゑ大きさにとなして後数年からしたものを用

いる。とれを荒飽きと称して例えば紘謡物主主れ

ば、相当湾曲して楕円型に主主てっても仕上 げには差

支え主主い程厚く強いてから 、少くも 1年十i 放置ナ

る。ョ々に乙れを航轄で、仕 上げる 。例えば良い椀な

れば厚さ一ミリ以下にせねば主主らえ主い。

ｾｋＮ生漆で素地固めを行ってから布張りをす

る。漆を荷: く仕上げ主主くてはたらぬ場合には布の

代りに紙を用いる。指物の場合には木口を彫てコて

ｾｾ苧掻いをする。それに地と云って石ノ粉と漆を

煉てコて二三度塗れその都度研ぐ0 3々 に砥ノ粉と
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漆を煉 b 二三度程塗るのを錆付けと云い、此の場

合も塗る都度錆研ぎをナる。その上に中主主二度研

ぎ二度を行い、上塗りをして更に研ぐと民塗が出

来上る。民捻は幾分マ y ト主主感で薄着いた色沢が

ある。

更に光沢ある仕上が必要注時除、蝋色塗とナ

る。とれば民主主の上に蝋色漆をかけ、茨で研ぎ、

摺 b 漆をしては研ぐと云う工程を三度行い、最後

に角粉を指尖にづけて磨いて完成ナる。

漆工の歴史や工程については、沢口悟一氏箸の

「日本漆工の研究」に相当詳し く説明されている

から、それを参照して頂けば倫明かに主主ると忠、う

が、京都のネ- 格的漆器の工程除、かくの如く最上の

仕事とするのである。そして素地にしても、良い

収瞳仕事は余程長い経験を要し、また塗にしても

上塗たどは特に難しい。 上塗の場合除器物の方 向

を何度も変えてむらの泣い様にナるには乾くまで

乎を離せ泣い。挨がづくと漆の乾く迄に拾ひ上げ

るのが難しい。その1誌に上塗だけは別の職人が専

聞に行う。また研ぎはその都度形に合わせるとと

が必要たために難しい技術と主主てっている。そして

此の上に蒔絵を施すとたれば、蒔絵師の乎による

とれま? と困難主主仕事が加わる訳である。

しかも附け加えて置かねば主主らねととは、完成

した作品を少くとも三年位はそのままで置いて、

全く狂いが来泣いととを確かめ、且漆の臭気が良

く抜けた後で泣ければ、良心的作品として註文者

に渡ナととが出来ないのである。例えば私の所で

大五七、八年頃に註文を受けた蒔絵の椀二十客分

が納入迄に十年を要したととがある。ま? と朱: 疾走T.

どは塗， b 上げてから相当年数がたつて、鴻5が透け

て来主主ければ本当の色が出て来泣い。

乙の様に本格的危漆器は、技術が困難であるた

めに、 長い経験をもてエ熟 練 し? と職人が、 しかも長

い期聞を費やして製作せねば左ら主主いかーら、勢い

高債なものに主主うて仕舞う。従ヨて普段、京者1¥の

漆器 ｾｩ は宮廷 ・ 貴族 Ｎ j j r _ 上寺などに大休専属してい

た。それが江戸時代に及。て民衆の生活水準が 向

上すると共に一般商工業の域に入ったのであてつ

7と。

然し京都の漆器の行き方同: 相変らず高額; 主主一品

製作であてった。明治、大正の好況期に除、高叡品

の需要があてって、 そ れ も良かクたが、然 し一般の

需要に応ずるには高債過ぎた。そ乙で主主・: 1 . f1¥で考案
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されたデザインが地方の漆器業者に流れて行てって

其所で低紐主主仕事ではあるが際債r . r . 模造品とたヲ

て、再び京都に持ち込まれ販寅された。近年京都

の多くの漆器商が扱てコている品物の中には、乙の

手のものが相当に多く、京都の伝統的及本格的漆

ー器ぽ、との模法品に圧倒されている。特に乙の大

職中は漆若手の製作が全く停止され、戦後も復興し

主主い1誌に、本格的主主漆器は殆ど経蹴しそうに見え

る。それでは漆棋の将来はどうであるか。私自身

の結論から先に申せば、最早漆器は発展し主主いと

思う。

漆添の場合、その本来の使命は、実用に供レ得

るL 芸にあるので・あてって、芸術のための芸術或は

展覧会用作品の迭は邪道内三、ある。本格的主主製作に

は長年月を要するから、漆務を一年毎の展覧会に

出品する事にも無理があるが、展覧会作品には、

漆を使用してあると云うだけで、漆工の本質的技

術段無視された皐たる図案に過ぎ主主い内容的には

貧弱主主ものが多いと思う 。

私が漆器の将来に対して否定的主主考えを持つ理

由を少し詳しく説明すれば、共の通 b である。

第ーには余 P に高債である乙とである。本格的

危製作には上越した様に熱練した技術が必要でる

る。しかもそれを機械化するととは殆ど不可能で

ある。職人手聞の高く主主った今日では高僚主主らざ

るを得泣い。しかも漆器製作に用いられる材料も

恐ろしく高え主主クている。原料の供給が少い乙と

も理由であるが、材料そのものの製遣も小規模左

手工業から脱する事が出来友いから、乙れま? と高

債であるととを菟れ泣い。結局本格的主主漆器段高

僚に過ぎて、一般民衆の生活とは縁遠く、貴士会性

の無いものである。

第こには、製作に年月がかか b 過ぎるととであ

る。沼? と云う材料の性質上からも 、技術の点でも

製作期間の短縮ぽ離しい。高j債主主ものであるから

製品を庖頭に並べて客を待てつととは困難である。

註文を請けて製作するにしても、納入迄に甚だ長

期を要し過ぎる。経構事情の変転の速度が速い現

代には遁 しない。

ではも う少し簡単主主塗 P ですまナ方法は主主いも

のであろうか。然しそれでは漆容としては無意味

に友って糸る。何故及らば、漆器防本格的主主仕事

をして初めてその債値があるのであづて、安物の



漆 器 程 実 用 上 具 合 の 悪 い も の は 友 い 。 そ し て 本 格

的主主作品と安物漆棒の区別が、一般の使用者には

一 見 し た だ け で は 判 然 し 泣 い 乙 と も 、 漆 器 の も つ

不幸である。

第 三 に は 、 漆 採 は 堅 牢 で あ る と 云 ク て も 、 余 程

扱いを良くし完工ければ般れる。上塗の膜は弱く、

カド

角は欠け易く、心友い人が扱てコて居るのを見ると

ひ や ひ や す る 。 合 成 樹 脂 や 陶 器 に 比 較 す れ ば 漆 擦

は弱い。その様に細心の注意を以て取扱わねば主主

ら ぬ 器 物 で 除 、 現 代 の 速 度 の あ る 生 活 に は 遁 合 し

主主い。

第 四 に 美 し さ の 点 か ら 湾 え て も 、 そ の 美 し さ は

現代的で主主い。その美十; t 余 b l ' L 昔の貴族趣味: であ

る 。 漆 の 味 は 静 か だ が 暗 く 、 明 る さ が 欠 け て い

る。金蒔絵の美しさは暗い室内で泣ければ発揮さ

れ な い 。 現 代 建 築 の 様 及 明 る い 室 内 で は 、 漆 の 美

しさは大いに減殺される。

表現法ｾ変えるために、色漆を使う乙とも成功

の見込が主主い。朱以外の色漆は縫色した b 不快走t

色 に 変てった b ずる。それで除勧める乙とは出来主主

い 。 結 局 漆 ぽ 図 案 を 変 え る 乙 と は 出 来 て も 、 そ れ

以 上 の 変 化 を 求める乙とは難しく 、 親 代 人 の 感 覚

からすれば、私自身にも魅カが少いのである。

また製作に従事ナる職人に特技だけはあてっても

デ ザ イ ン の 素 養 が 泣 く た っ て 仕 舞 ク て い る 。 桃 山

時 代 迄 は 自 ら 図 案 を し 自 ら 製 作 し た の が 、 江 戸 時

代からは模写が多く主主てつ? と震に、十年修業した職

人 に も 創 造 力 は 勿 論 観 賞 力 も 泣 い 。 良 い 図 案 を 与

え で も そ の 意 味 が判ら主主い。

し か も 近 代 で は 漆 特 有 の デ ザ イ ン と 云 う も の が

友い。他のもののデザインから持って来? とものが

多 く 、 そ れ で は 面 白 〈 泣 い の で 診 る 。 現 代 に 生 き

る 作 者 が 自 ら 美 な b と 信 ず る デ ザ イ ン に 基 い て 製

作ナるので広ければ、生きた作品は生れ主主い。自

ら悩みつづ特権階殻の需要の間に合わせているの

・では良い作品の出来る道理がえにい。

最 後 に 茶 道 具 と し て の 漆 器 製 作 に 関 し て は 、 温

去の京都は絶対的主主地位を占めていたと云クても

良 か ろ う 。 然 し 茶 そ の も の が 現 代 生 活 に 根 拠 を 失

o て い る 以 上 、 と れ に 期 待 を 托 す る と と も 無 意 味

である。

私は漆器の将来に絶望した。

あ と が き

稲垣孫一郎氏・は京都漆器の名家「みの屋」の当主ちあ

る。平素御懇意に願っているのである泊、今回 ｩｪｴｾ て本

号のま蓄に御話を願ぃ、それを私が編集L たのカミJ 1t の稿で、

ある。表題はf崎 Z勝手につけた。また表現法に稽垣氏の

御気持と這ち点或は訣りつがられば、それはすべて私の責

任である。 仁白石博三〉

電 話 設 備 工 事 に 就 て

電話設備工事は戦時中企業統合に依り、当時の逓信省

指定公認:来者が統合し日本電話設備株式会社とな b本年

凶月迄其依独占事業ーとして継続されてゐましたが五月よ

b電通省に於て工事及保守; 部門 - - I ) J を震きれる事とな b

ましたが新設は勿論愛吏等の場合も其の配管工事は電通

省指示のもとに一般力H入者lこ於て錫さねばな b ません。

電話と＿ 言 ふもの元来イ立↑夜帯耳誌は増設等実によ＼ｾるも

ので最初は全部隠蔽工事になって美〈しく μl 来てゐても

新ふしたｾ更の場合配管パイフ・ ｬ こ余融な〈或は設計又は

施工法不備の$ 止むな〈巾木耳誌は天井下慾枠等に蕗肉配

線をなし折角の立証置な建物を非常に見苦しいものにして

高 橋 正 夫

ゐる例をよ〈見交るのです建築の一部を担ふものとして

常に意感に堪へなし、次第で見る毎に一種の腹立ちさへ覚

えます

之は一般に電話設備がs } _ 初の建築設計 iこ於て普遁電気

工事程賞規されてゐない放では無・いかと考へます電話は

tt しろ事業の最先端を担ふもので之を無親しては如何な

る事業も成立ないと，恩ひます

是非之からの新建築に対しては優秀なる役割ーと適合せ

る資材施工法lこ依 b斯ふした点を除去し何時迄も建築美

を笑わない様な設備工事を致度いものです

く録者. 日新電設株式会副・。代表取締役〉
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鋳 金 に つ い て

私の家は管制父の時、茶道具を主にして仕事を

始めた。幕末から商南の役頃までは、 その様主主仕

事は駄目で・あった。肌父ぽ茶道具ではやって行け

ないので、大阪中の鋳物屋を玉造の清水谷に集め

て鶏府方の大砲や蝉ヌしを作てコた乙ともあてコたそう

だ。明治になてコてからは、それも駄目となクたが

父の栢斎が鉄瓶を始めた。

鉄 瓶の歴史は古そうに思えるが、実は新しい。

鉄瓶に似た形で大きいものが、鎌倉時代からある

テ ト

カ宮、 ibれ除手耳元 b と称して、火鉢主主どにかけるの

で主主くて、いろりにかけるものである。本当に鉄

瓶が完成したのは、父の話によると 、京都の大商

の名工の・伊響の兄弟の奥平了保が了々斎の好みで

作ったのが始めである。以来京都の竜文堂で作 b

出し名物と泳三コ? と。

大西の鉄甑は茶人が使うので一般的で広い。与を

乙で父が湯沸しとして鉄瓶の大量生産を始めた。

銅の築錯は余 b 台所じみているので、鉄瓶は座主主

で使うのに具合がよく、牟工芸品として皇をに費れ

? と。日露戦争頃迄は仲々良いものが出来、今日芸

術的主主立場から見ても面白いと思うものが多い。

特に京都の竜文堂、蔵六の支那の銅器写し、彦被

の亀文堂の蝋型で山7]<を文人風t乙表わしたもの等

が主主で、あった。

然しその後燃料にガスが使われる様にえに b 、更

にアルミニュームの襲錨が出来てからは、鉄 瓶 lま

，一 町 一 、 明 、 戸 川 明 e 刊 ' 叫，

ｾ Ｎ ｾ Ｏ 白地 守 、 ｾ 1_'" 

大凶誇 ｊｾ 日約二 瓜 形 釜
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山

氏害

人気が主主〈主主つ? と。趣味の点から云って面白くて

も、湯を沸かす実用の点から云えば、アルミニュ

ームの様主主熱の伝導の早いものが喜ばれるのは当

然である。今日では鉄瓶は骨董品で実用的意妹・は

泣くな. った。

そ乙で古来の伝統による鐸物工芸と云えば、茶

の以 ｩ 直 ・ 釜及び乙ｾし等で 、 乙れは今も作られて

いるが、然し私はそれも余命幾何も友いと思、う。

茶の湯の普段、上層階設の者が乙れを政策的に

利用した b 或は趣味: 生活を営む手段に佼; ヲ? と。そ

れは生活の重要注一面を主主し、 相当の意義を持

ち、 しかも生々とした新生命 をもてっていた。

然し今日の茶は普の蒸し返しであ b 、本当の生

命悶: 重きているので、はたいかと思う。今日のお茶

は、あてコても無く て も工い祉交か道楽である。そ

れは一つのロマンティシズムに遁き・ず、実生活に

は直結してい主主い。むしろ紅茶でケ ーキでも食べ

る方がよく 、難しいお手前など御菟乙うむ b 度い。

乙れからの若い人ぽ這従し泣いととと思う。

私の釜主主どの仕事も無理 に「だしがら 」を煎じ

ている様で輯 b 主主い。新しいものを作。て高くづ

くよ b ぽ、 古いものを買てつ? と方が面白い。道具屋

には古いものが沢山ある。ま? と馳け出しの茶人な

どr . t 良いも悪いも判らぬのだから、 百貨庖の仕入

物でよろしい。

また大茶人と称、せられる人も 、折角新しいデザ

インのものを作てっても 、 それを使う方法が考えら

れず，普からの在 b来?と b の型にはまてったもので

なければ手を出そうとしゑい。茶道具の仕事にも

寛永か元礁迄は創作があク? と。それ迄は茶人め好

みにも依ったが、創作者のアイディアでも仕事を

した、それが茶人の勢力が大きく及。てからは型

が決まうてしまク? と。

大休日本人の工芸はデザインで主主くて技術に重

きを置き過ぎる。陶器でも支那や朝鮮の写しが主

で、独得主主ものは楽焼の数である。撚し幾康ロ: 陶

器として完全主主ものでたい。われわれの仕事にし



ても、とれと云うデザインがない。遠州や石州の

好みは面白い が、 あの様なものに今日えらいカを

入れて見ても、祉会的に意義が少い。あれば茶l乞

使うよ P外 に仕様が主主いので、 草に観賞するには

商白さが友い。

結局茶の湯そのものが社会的意義が泣くたり、

歌舞伎や浮瑠璃と同じととである。われわれの釜

主主芝も同じ運命にある。その生命は経えたのであ

る。百人に一人も判る人がないのだから、みずか

ら名工と自惚れていても仕方がない。

茶室そのものを作るととも今日では慌しく怠っ

ている。茶室の府:史を考えると足利や桃山 の 茶室

は広聞の豪; ) ! t たものであクたら事長落の第の茶室は

金の桂で床?とねーl除入品の緋毛織と敷き明の陶器や

宋の青磁を使てつ?と。宗間以来それが伶び茶とたり

簡素主主小聞の茶室に lだ・いて、料理も懐石の- 1 ' 卜三

茶を用い、民芸風の樽物を用いる桜花完工つ? と。と

れば一種の革命であてコ? と。

然し今日で除乙の伶び茶が行い難い。位び?と茶

室を作る仕事が難しい。イ官びの茶室もニ詰ユの御 殿 風

紅茶室に比較して簡素であると云うのであって、

今日でぼ曲。? と桂を使う仕事及とは甚だ高僚主主も

のにつく。

前の犬職の後、すべての工芸美術に革命が起き

た。すべての工芸が筒主主主主ものとたり、その中に

美を求める糠に主主てコ? と。建築物も蹄人の衣裳も筒

翠に主主つ＿と。装飾のｾの装飾ば泣く主主り皐純方、美

を求めた。そしてとの変化の根底には経済の問題

が大きく横たわっていたのであった。昭和十年頃

には少し逆行し復雑注装飾の傾向も見られた事も

あったが、 今 度の大践で再び単純を意匠の方 向が

は: っさりとさせられた。その根本原肉もやはり経

済問J宮・であると黒う。そして今後十主主主々経済がわ

れわれの生活を支間ずるであろうから 、経済性と

背馳する様主主試みは社会的に意義が少いととに主主

る。

われわれの仕事も、伝統的7 ; r ，釜や花生や置物友

どを作クていては、自分としては創作の苦心はあ

てコても 、 祉会的に| 主意義が薄い。床の間の意義問:

主主く主主りつつある。とれからの人が刺! 物を買って

かけ、それを時々取り換えた b ナるだろうか。花

を生 けるだろうか。花を生けるにしても床の間 よ

b は食卓にでも飾 P 度いのでは泣いか。置物は彫

刻家の範囲で停令の仕事としては余ち面白く主主く

なる。

社会思想の推移陰線本問題である。そしてその

更に根底には経済事情の変化がある。背は物を買

うにも家を建てるにも、百年も先の孫子の代迄の

永久不変を芳えた。然し今日ではそん友長い先を

考えるととは出来ず、同今一代でも二十才の頃と

四十才では者えが遣う。自介の死ぬ迄は芳えら れ

主主い。そう主主ると従来のわれわれの仕事は中塗牛

大 国 審 郎 作 大阪ピノL 表玄関上飾窓

端友気がする。勿論本当の美術品として後世に残

すものは別である。その様ゑ作家は日本中に少数

で良い。その代りその人は徹底徹尾民かj 左安協の

たい作品を作ら主主ければ及ら泣い。

それでは一般的友鐸金はどうえt るか。結局もてコ

と簡素でしかも人V 喜ばれる作品の大量生産に主主

ると思ろ。そのデザインを誰も彼れもがやてったの

では芸術的僚僚は なくなる、何人かの本当の窓味

の芸術家がJ買. 創に努力して良いj京型をイ乍る 。 それ

が良いと決まれば、銭金の仕事は絵画や彫刻と遺

ヲて大量生産が可能である。百人の作家が創作と

称 して良い加減友ものを作って展覧会に出品して
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も、 一般大衆には購入の余裕もないし、またその

様 友創 作でな ければたらぬ必然 性 もたい。

一般の備金は昔の信楽や備前の陶棒の様 t仁左る

だろう。それは誰が作 ったか判 らぬが、良い物で

ある 。朝鮮の陶器にもその様主主真似の出来ぬ面 白

さがある 。支那の陶擦でも 、 民間で作 った呉須の

様に作者銘及と 泣 くても 、良いものがある。多量

に作 ったから 非芸術 的であり 、 サインが入 って い

るから名品とは云えね。茶道具で云えば、 千家十

職は古い伝統のカもあり名工もある。大西の釜主主

ども今日迄連綿と続いているが、下手足主のもあ

る。 それで・も今日はまだ家柄たど一応の市場償値

はあるが、 それよ b は誰が作ったか判 らぬ手取り

え主どに遁かに良いものがあり 、 市場債値もその方

が高い。何年かの後には詩らぬものけ見捨てられ

大 量生産の品でも良ければその方が上t仁左る 。本

人が名工振っても出来? と品が名品であるとは限 ら

次い。

また 自安トは芸術家であるから、大量生産- 品売主主

下 らぬ仕事主主どはせぬと云 うのは磨、かえ主乙とであ

る。 鋳 物の美術的僚値除原型にある。独創は そ と

に主うる。原型の良いのを作るのが元であるから、

彫刻が源泉であ b 、型と文様I ' L 使命がある。原型

までが芸術で・あって、それ以後の仕事は科学でる

る。鋳金の色の変化は少し色によヲて債値の左

右される事は少い。青銅主主どは自然に酸化したの

を喜ぶのであって、云わば時間的主主問題である。

鋳金の美しい色も科学的に学ぶ方がよい。

結 局鐸 金の将来除、極 く少 数の優秀主主代表的作

家の創作品と、後の犬部分は優れた原型によ る犬

量生産品になるだろう 。

製 品の分野では、台所用品、 食 卓用品は関係が

たくたる 。花生たどは若干残されても範囲は小 さ

く主主る 。然し建築用金物、 ii 内装飾たどに簡素で

良いデザインのものとして犬最供給される 。 その

他装飾品 にも簡素た美しいものが大貴 生 産 さ れ

る。大きたものとしては建築或は船 室主主ど多人数

の人が使うJ 5 J r の装飾金物方、どに用いられる 。

われわれの仕事は時代の流れと経演の支配を受

ける古とれから将来出る人は、 昭和の初め文展華

やかであった検定主頃を理想、としていては駄目であ

ると，胃、う 。

あ と 泊、 き

大図書等郎氏: 1' . 1: . 茶の湯の奈の名言択でるると共l三、近代建

築骨骨内! i <! . 飾に応用される鋳金の作者時とと しても令ぞiの

らる人。 彫刻家大閣貞駁氏の令兄であ る。同氏の作にな

る建築装飾鋳金で大阪市内で仰|合}こ岩手! ) ，に見 られ る例

は、大阪ピル表玄関上飾窓仁木文抑入写民参Hの 、 正 金

銀行大阪支活費貧室時計及び大阪城天守閣玉: 暦の周囲に

ある虎く同氏の原型による銅板打出 L 合鍍金である〉等

である。四天王寺金堂前の燈濯は焼失 L 、大阪三越百貨

底階段親柱と電慶飾は職時中供出され、共に見ることが

ーできなし、。

この稿は、稽垣孫一郎氏の御招介により 7 月の暑い日

の午後らやめ池の同氏宅を訪れ、同氏} 乙御話を願ったも

のを、夜、が縞1集 L たもので、文章の責任は私にらる。
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都 市 - 織 物 - 幻 想

1. その後の日本はどんな顔をしているか。

1946年から、日本の生活は激変を始めている。

世界から孤立否切断されていた東僚風日本文化か

ら念激に眼をひらかれて肱しいよう注その後の Ut

界文化風景の中へ、黄色文化人はほ b込まれてし

まった。臼く、 D . D. T。リー〆ース、グイジエス

ト。ポー Jレベンロペニシリン。回く 、 プ lレトーザ。

共産ー党。アロハシャツロ日くジ Jレパ。パンパン白日

く、チューインガム。… … … … … 子供にも大人に

も女にも文化人にも、好むと好まぎまに係らすごと

の文化の津浪は押しよせてしまク? と。との津浪を

乗りとえ、燕 b とえ、黄色文イt人は自らを泳ぎ切

ろうとあせっている。一方、昆虫採集者の様主主顔

付の白色文化人が日本に群てつて来?と。彼等にも乙

の閣の文化は興味に値する異種性を持。ていた。

日本人は、 持前の人の善良さから 、何 とかして黄

色文化を理解して貰いたいと思った。法隆寺へ 案

内した。鵜飼をみせた。志摩の海に海女の採、る真

珠を誇ク? と。能も舞妓もみせた。西陣では絹織物

の麗しさを示めした。東北では農民工芸を理解さ

そうとした。そして白人の手からお土産にチョコ

レートやグパコをもらクて賞美し?と。その中でご

くごく少数ではあったが、; 畳去の日本通と称せら

れる白色学者カ宮、烏が古巣へ帰って来る務iに帰っ

て来て、白人の群の中で色々と説明し証明し讃美

して引き立て L くれた。その頃白木人の方は位界

の文化資材を念いで、その実験室へ持ち帰 P熱心に

吟跡目を始め? と。“ 此れは何だ。， J S とれはヴィ=

- ) レ? を。" とれは経令金の来rr技術が含まれている。

之主主ら我閣でも出来る。乙れは早〈アメリカへ行

てって製造の特許をとろう等々。

斯くして随所で起る波紋が色々と複株友文犠を

画き出 そうとして・いる 0 ・・一一 -それが日本の表情

で・ある。

2. 繊 維 工 美 の 更 生

『世界を一つの経済単位と芳えて、各地域が'そ

の特別の分業をもてって、世界経済の一環として共

龍 村 謙

存共栄し工うではたいか? 例 え ば ス ヰ ス の 時

計、併J蘭問の美術工芸、イギリースの鉄石決、カナ

グの材撲、アラピヤの石油・・・ …-・ その中で日本に

は繊維工業が主査当であろう』そん友詩が、殿前既

十乙劣えられてあク? と。繊維産業が非常に複雑及文

化的工事長であるととは刷会f I の通 b である。簡皐に

は出来友い工業である。綿の大産地プメリカで

段、 その綿を持たぬ然も需要があてって工業の発達

した日ヌドはーてコの協力機関が泣ければたら泣い。

しかも日木の経済を自立させねば主主らね遣静的た

物の浮きえ方もあったので、日オf を繊手:j t ; の悶? とらし

める方針け、学ろ好意的に取扱われ推進されマ? 来

? と。乙与に一つの張力及背景を符マ、インフレー

ションの潮流を漕ぎつつ、勝後の繊維工業は生き

生きとよみがえヲて来た。第一位食料、第二位建

物、第三位衣類、 乙の順序ではあてったが、日 木 人

の生活は次第多C第 tてこf r . の姿にかえろうとしてい

る。

建物はお粗末たものを先づ遁てって雨露を凌い

だ。いてコか自己の生活遺境として遁当主主建墳にし

ようと願タているのが大部分の人の硯放である。

しかしその日本人の頭脳の中にぽ必ずしも鞍前の

室長屋があるので、は泣い。もてコともてコと眼を見 開い

? と慾望が総てに潜んで・いるとみるべきである。眼

のMすにあるプメ明カ人達の生活の好ましい色ん主主

断片カ宮、日木の家屋にも取り入れたいと考えられ

ていると思う。既に洋服を着ていた紳士に洋服し

か持? と甘え娘の生活がカ11勢して、椅子の部屋が欲し

いとも芳えられているであろうし、電気冷蔵庫と

電気オプンのある衛生的主主台所がほしいと考えて

いる主婦も多い。

とうしア、ーヲ一つの生活力宮変貌して、一てつの

来れい文化建築え凝り上らねば止 まぬであろヲ 。

その j京型が P. D の家々 に見 られる 。摺り

足でお謄を運んだ広橡が網をはめたヴェラングに

たった。床の聞が本当 l乞疲台に変つ? と。電E査が間

接照明に主主てコ? と。部屋には日本人にはふみ切 P の
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づかなかったヒーグーが入った。

然し、 その P. D. 家屋の変貌の背後t亡、 繊維業

者の織機が捻を立てて動いていたととを、人人は

気付いていたであろうか。アメリカの室内装飾家

と日本の織屋との美的友議論と協力があったとと

もあり、優れ? と図築家建が何度か米軍官臆へ遜っ

て図案を画いたとともあった。ドレープの柄に、

椅子張 t !'L、 カーテン t亡、紙椴 t亡、米関人の趣味

を生の形で生かそうとする努力が、 との数年来に

梯われて糸? と。

かくて創業的変化ぽ@l ! ' L との地で始まってしま

そ ーーユメシト

った。重をつかの雪[1，念塔は既1 : ' < : 建てられたのであ

る。かくて恐らく室内装飾製の需要及び生産ぽ既

に殿前の数: 監を造かに凌駕しているととだろうと

思う。

3. 都 市

B29の編| 敏から降る火の箭、劫火に夜が明けて、

焼け残てコ? と街々 のf背景ーは不燃性者J¥市の念願を深く

我々の胸に植え付けて しまった。いま仮 t ! ' Lパラ

ァグを並べたとしてもとれはいつか不燃性に変ら

ねば、都市とは言え友い。鉄筋コングワート構造

え、構造えと進みたい、進 まねば注るまい口否、日

* 都市とそ、再建の鋳には最も美しい近代的者j¥市

に変るべき機会を与えられたものである。とう思

っていた東京も大阪もその他の町々も現実では舞

台装置に近い安物にしか友らえ工い貧弱さ十士、一時

我々をして深く .失望させ』られたものだが、ヌト- 年当

b からようやくコングリート業が自由に使える様

に主主 b 、建築業のインブレてがとま担 、 しかも失業

者が巻に多いのだから 、木格の再建はとれからだ

というべきであろう。焼ピ Jレが再び麗しく立ち上

札占領されていた木建築が、日本人の手に還る。

そうだ、 1950年からとそ、我々東洋人の美しい街

が建て始められるの七、は泣かろうか。新しく黄色

文化の胃の臓に入った文化財の断片が一つーっと

なされて、我々の血液が新鮮主主芳香を放つべき時

ぽ近づいて来たのである 。

コj レピジェ ーの説 く如く 、まtlr.階段モータープー

ル忙して二階から上が住居に友るととも、だだっ

広かった都市面積を立体的に積み上けe て、織に囲

まれた都会を夢の如く構成するととも今注ら筒可

能性が残っているというべきだ。1 1 ' 安金をどうす

ればよいか』乙の頭痛鉢巻の問題を仮りにおあづ
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げにして、天馬2さをゆく詩趣を? とぎらせて、との

大問題を片付けてゆ くならば現代日本人が後世に

残ナ文化は偉大怠る効率を示ナに相違ない。しか

しその実力が我々にあるだろうか? かりに金が充

分あったとしても我々 に能力が友け れば仕方がた

ρ が、 それがちるだろうか?

4. 技 術

「日本文化と除何ぞや ?J r我々は自信が張遁

き・?と j J とうした文化的苦悶を乗り越えて来た我

々にとって、 正確r . r _ 自己測定と 、実力の養成のみ

が次の文化創造の培養上で泣ければ友らない。-

2二f 仕事に奮闘してゆく事・によってのみ大きた

金字塔はｾ脊成される。放に小さくても 仕 事乙そ傘

い。一軒一軒 P. D. の仕事はそのま L 試金石でな

ければ次ら次い。一つの難注文を解決する毎肥大

都市建設への一つの鍵が渡されたのと 同 じ で あ

る。やがて我々はそれを結集し給晶して、技術商

に筋金入 b の技主主の世界を創り出す覚悟が必要

だ。

そうすれば、かクて秀吉の指探下t仁志. 都 の焼野

原陀桃山の: 文化が出来たように、東京、大阪、肺

戸、名古屋等の都市に、輝かしい 昭和の世界文化

市が生れ出る容である。技術吃よって可能性が生

れ、可能性によって新しい需要が生れ、 新しい需

要 K 工って新しい技術が生れる 。世界の色ん及協

力の下にとの好循環を強力! ' r : 始める事: が急、務であ

る。私にけ繊維工業にはその好循環が生 れて来そ

うに曹、われる。それは新しい化学的発明によって

繊維工業が支えられているとの基礎があるからで

ある。然 b 、 二十1H: 紀後半の生活文化は令成高分

子と軽合金の生活護境で主主ければ主主らぬ。合成高

分子の巧みな作品と飽く主主き経合金の利用 、そし

て電化とそ新しい生活文化の原爆である 。 海の向

うアメ ｐ カでは｀ｬ ｦ 乞爆発しｾ騰してコ ｌ ある 。日 本

は駈足で這わねば主主るまい。

5. 夢

ラ ・マ Jレセイユ号が港に入って来? と。白い綜を

したとの致後のプランス作品除、色ん主主欧洲文化

の報告をして行ってくれた。材料は新しかづ? と。

浮きえ方も新しかてった。しかし案外趣味段落ち着い

て実際的である。との舶の作家蓬は総てにわたっ

てよく物を知てっている主主と感じさせた。とまれ、

黄色文化の選手日本人も世界文化の仲間入りをす



る君主らあれイ立のものが出衆ねばなるまい。醗っ

て、戦後今までの日本の製作者問: 余りにお粗末で、

は在、かったろうか。総てが出鱈目で精子張り製と

精子の形式があっていない検次貧弱さを抜けよう

では注いか。 P. D. 等の色彩しかわからない室内

装飾、それに甘えてはいけ注いでは次いか。皐主主

る部屋の飾 b では完工く室内装飾は主人の美的知性

の表現でるる。環境の創建で主主ければ主主るまい。

否、趣味豊か及主人をしてその表現が可能主主る背

景即ち優秀注文化財が祉会になければ文化閣家で

はあるまいと黒う。その清には総ての生活工芸協

力者は高い関家の思想へ と結束し放ければ主主るま

い。彫刻も絵画も壁掛も陶擦も銀務も、木工は勿

論、電気若手兵作斉も、ぺ= ヤ級・も漆絵も、鉄工の

まげ細工も、竹工も、スポンヂーのパンヤも、ゴ

ムタイルトガラス若年も、電球も、刷も、木の表

後' b : 1 i P ボタンも、ハンドノレも、電話も、日本の文

化を協力して生かさねばなるまい。日本人の文化

性 には之をやり途げる美的能力が備っている。否、

少くとも可能性はある。わが愛する日本: の作家逮

には振うべき腕が、頭脳がある答? をと信じている。

9. 幻 想 と 輿 実

繊維の世界は生活に対し無限の広さと美しさを

持っている o ? 2 ' に画く部屋の一隅に、静か忙しか

も幕やかに、幻想、のドレーフ. カ宝かかる。ヵ・ラスの

大窓の光繰り: 絹の紋紗を透けて、| 面白い影を白い

大理のヴェラング ＱＱ こ投 γ る。浩 ＹＱｾＱ の検次紙椴 ｴ てＺ身

を横たえた佳人のひじの下f 1 " こは鮮やかな色調の丸

椅子がのぞき 、安らかな歌がラジオの新しい絹張

b ロをとほして聞えて来る。部屋の一隅の壁掛の

背面には映画のフ. ロジェググーの映写口が隠れて

い、柴しかった日のフヰルムをいてつでも写T 仕 掛

けが出来ている。自動車の内猿 b には紋ビロード

があ b 、それをあやてつる指の手袋には日本人の鋭

い乎の技術が冴えている。とうした充実したータ

一つの色彩交響楽は殆んど織物美の活躍すべき舞

台である。建築が素材ーとして商を持ち、建築が死

物でなく 、生. 活が生きものである限り、我々の織

物美はいてつでも生きて使える。主人や建築家の奏

でる交響楽の下に、その美を発却すべく待てってい

る。織物美術を志ナものほか L る響仕者でたけれ

ば主主らぬ。

世界の現放をみて、紋織ドレープの競宰若手はイ

タリーであ b 、趣味の好敵手段フ ランス人である。

そして我々は新大陸アメリカに立汲注文化寄与を

主主し得る資格のある東洋伝統の継承者である 。 民

の我々のよさ創造とそ、ネグロ芸術や、抽象抵の

激線を濫かに超越した、有力主主ものである筈? を。

もうすべてに疑わ泣い。

美の哲玉虫ぽ一つだ。

東洋も西洋も、白色も黄色も泣い。

村理問: 、美段、明らかに一つだ。

それが近代である。

私の耳底にはやがて湧きあがる近代東洋史の歌

声が謹か彼方から 、 早来迎の合奏の如 く聞えて来

る。

今? を! 今立ヲペき時? を ! !  

( 筆者・織物美術研究所長〉

理 想 的 床 材 料

リノリユーム リノタイル

特 製 Y ノ 9 ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本 位 ・ 工 場 兵 庫 版 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1 容。51 ・69

瓶 事 務 所 大 阪 在 官 | 長 官 認l ピJレ 東 京 支 底 東 京zt 語 紙瓶詰F Jレ
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祇園祭の鉾の組立

京都工事繊維大学

建 築 工 事 学 教 室

京の夏を彩る最大の行事ぽ 7 月17日を中心とし

て行われる祇園祭である。そ して紙闘祭が白木三

大祭のーっとして云われる所似除、コ ンチキの勝

子につれて都大路をゆるやか に巡行する豪華絢欄

たる鉾の存在である。各地毎11こ祭の趣きは具りま

? と紳輿や山車にも色々あるが、げにかくの如く大

きく且美しい ものは他にその例を見友い。今年の

ナギナタ

祭は殿後としては最も派手に行われ、鉾ぽ長刀、

; 11: / ヨ ヤ守

l盈谷、月及び舶の 4 基が巡行し、外K 山 5 基が加

って、洛中洛外の見物客を喜ばせた。

との鉾の外観については、御慌の方も多かろう

し、資料もか注りあるようである。しかしその組

立て方については、余り紹介されてい友いように

思われるので、主手々除去る 7 月 9 日ど 10の両日に

豆りその組立扶況を調べ? と。

4 基の鉾の内、般を除く 3 基の外観は、多少の

差はあっても殆ど同じである。遣うととろは金物

その他の附属物や周囲にかける織物類等の接飾で

ある。船除外観上他のものとは著し く具 b 、名の

示す如く舶の形をしている。然 し構造上の原理は
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、

給 鉾

2. 幽 谷 鉾 の 試 窪 転

4 基とも殆ど同じである と云っても良い。そとで

以下述べるととろは、主として幽谷鉾に於ける場ー

合に限るととにするが、他の鉾についても殆んど

同様であるものと考えて頂き度い。

鉾の組立2えてF巡行に段、三役と称して手伝、大

工及び寧方を要する。夫々の頭除各鉾毎に専属し

ていて世襲している。画谷の場合、手伝の頭の西

炭老人の如きは21才の時よ b手伝方とたてコて、本

年71才と主主る迄実に50年間毎年手がけて来たもの

カタヤシク

で、その盤蝶? とる指揮振は誠に鮮かで、あてコ? と。西

辰氏はま? と車; 方の頭をも粂ねている 。巡行に際し

ては、鉾の周囲を駆け廻 b 、老いを忘れ叱柁して

人々を励まナのである。

現在の l抱谷鉾除天保10年の作であるらしい。つ

イシモツ

まり 110 年前である。牛持と称する車のてっく台に

天保十己亥年の銘があり、ま?と見 詮 P と称する布

は、もと弘法大師が紺地に金泥を以て詩句及び讃

文を罰したものを用いたが、天保年閉その破損を

恐れて模織 し?とと云 う。更に事「裏の絵は今尾景年

の筆 であるから 、イ可れち との鉾の建造年代を示し

て いる 。

組立方の説明に先立てって御話 して置かねば去にら

泣いととは、之等の鉾はすべて完全及率主立構造で

あてコて、釘は一つも使わ泣いととである。道具は



3. 挺子と回転 l附をF付けた所く幽谷鉾〉

縄を捲きつける時に締 b を良くするための小さ友

木槌だけである。 仕口 は柄差で、 それに細かけ と

称 して藁細を捲 きづける。たま 1'>: 掛け金物を 使用

ナる。従って中日立てられたものは細の弛みだけの

闘力性があり。 ;度、ρ 心、控 除鉾の安定性を増してい

ると恩われる。鉾の巡行に際して屋桜の上f ' r こは必

ず二、三人の大工方が乗っているが、鉾が電線其

の他の障害物に突き当る恐れのある時には、尖に

二叉をつ けた竹竿で其の障害物を突っ張。て巧み

に之をかわすのである。か L る芸当の出来るもの

を鉾全体に柔軟性があるからに外たら主主い。

鉾の組立は 7 月 9 目早朝 11こ始まる。第 3図に示

す 稼 に 先 づ 4 本柱rc15:::ドの横材〈東f _lf 夫々 4、南北

夫々 3、中央1) 及び 8 本の筋違( 各面夫ノヤ 2) から

成る櫓を、定位置( 四僚遇、舗装してあるので、

杭を立てる穴友芝は予め準備してあって、2f . 常は

鉄葦をかぶせてある) に忠目立て誕棚、 E結束する。

5. 心柱を差L た後鉾を起とす所 ( 面白谷鉾〉 6. 

4. 長刀鉾の織かけ大蝶出よ〈見える

との櫓は一旦倒して叉引き起すために、東側rc は

挺子を、間側には回転の軸( 車軸を利用) を図の

様に取り付ける。此の段階での細の結束除、大部

分仮結束である。

婚 の組立が終ると、上越; の挺子に網をかけて手

伝 方15. 6人で徐々に之を商側に倒ナ。予め用意さ

れた心桂を、此の格の定位置に桜、め込んで、藁縄で・

結束し、櫓の四隅からも支住を出して心桂を支え

る。共tてこ第 5 図に示す種々の附属品を 心 桂に取 P

付け、とれが終ると 5，6図に示す様主主方法で町内

5. 60人の大人、子供たちによてって掛声勇ましく、

櫓を叉もとの位置まで引っ張 b 起すのである。

そとで仮 T Kづけた挺子及び回転軸を取外し、

愈々やぐらの本格的細かけにとりか L る。細の容

さ数は各箇所毎に定められてお b 、倫第 7 図に示

す様に、樽巻きと称するものを施して縄の緊張を

増す。特に筋違の交交し? と所主主どは、大蝶・小蝶

同 左 の 図 解
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7.  綱方、け完成く風谷鈴: )

と称し恰も蝶が趨をひろげた桜に美しい災飾と友

てっている。やがて後には周囲に布がかけられて全

く見え主主い所の縄かけ にかくも美しい仕事が して

あるのである。之等の本結束K 併行して、機の下の

方には牛持( イシモツと批っている〉クまり車倫の

軸受けと友るE 大主主材を定位置に縄かけして固定

し、叉上部には曜子方の乗る屋形の床を取町付け、

その周囲に手摺をめぐらす。( 第 8 図) 紙ね乙の

辺までが手伝方の範囲、であるらしいが、第 1 日の

面 谷 鉾 の 海 老 結 び
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8.  手第と見送りの下地を組立てかけた所く凪谷鉾〉

夕方迄之にか L ヲ? と。尚子持と格との章台東 i会第 9

図f ' ! ' こも示ナ椴に最も目立つ脊li 介だが、此所f ' ! ' こは潟;

老持てF と称して、海老の恰好をした得巻を加す。

之の結び方主主 ども要領があって西炭老人自ら手本

を示してやらしていたが、本式の結び方を剣1って

いる人が段 h 少く友って行く乙とを嘆いていた。

第 2 日 (10日〉は先づ大工方によ τコて上部の屋

形の鞍馬ーから始まる。手摺の四周に約 3尺位の足

場を張 b 出して仕事が主主される。先づ四本桂を第

8 図 K 示す桂頭〈床の上 K 突き出ている) に取 P

つけて栄縄で、結束し 、之 ｉｃ ｾＧ 野をのせ 、板木で心

症に閏定する( 第11図) 0 ＹＧ ｾｃｪｬ￭ｦ 桁、 Ｗｋ Ｚ＼ｦ ｩ Ｎ 斜材を

取均イ寸けた後厚; 恨の耳元付Fこか L る。屋棋は ir:干の部

" s とそれから上の都令とは別吃 tJ_ っていて、先づ

軒から始める。軒け 5 クに分れる様に売にっている

のを、互に柄差及び金物で・績に蓮宗書する。軒が終

ると言々に土の部分を乗せ買収こ大棋を置く。之に併

行して妻の装飾金物及どを耳元り付ける。屋根の組

立が終ると、長1 ' p 等を取 b 付け、更K 天チ列井J←: の中央

部を残して IJ問1川q尉に天井板( 之も凹閑で組令 Jす穏獄Hに仁

1な主つ7たと四てクつの部4今子?史て4令子れている〉をはめ; 込みむ。中

央の天井板の z及tν

介ぽすぺて漆塗でで. 、組立は柄差と掛け金物とによ

り一切道具を使わず、せいぜいが挙: で叩く程度で

きっちりと牧まる。



10. 
月 鉾 の 野 の 組 立

下の方では咋自に引続いて樽各を施し、之 が 終

ると愈々車輸の耳元付にか与る。先づ: 1 魯全体を挺子

によって適当主主高さ( 車輸の直径が 6 尺だから車

軸が約 3 尺の高さと主主る〉まで上げて置いて、 車

輸をーっーヲ運搬 して定位置近くに置き、運搬が

終ると l順次草ll4hにはめ込んで行く。之と併行して

栂の四周に所謂見主主りと称する布( 紙椴又はコ mプ

ラン織〉及び7k引きと称ナる布を吊るし、屋 様、

支柱、天井、 軒 廻 p r. 主どに幕を張てって、 鉾の 組立

は格るのである。

倫倉庫は組立位置から約20間程道路から入。? と

所にあてコて、建坪約12坪、上下二階に分れ、構造材

は階下 rr: 、装飾材料は階上に蔵められている。倉

庫の前にある四僚通りに面した家は11fT有に左足って

いて乙の祭のｾめに建ててあるもので倉庫の二階

は乙の家の二階に渡廊で通じ、更に歩道の上 には

二階の高さで屋形風の通路が設けられ、結局倉庫

の二階から鉾の上迄は民直ぐに混じている 。

11. 面 谷 鉾 の 屋 根

かくの如く倉庫悶: 道路から奥深く入ヲ? と所にあ

る土蔵造二階建で、 しかも歩道へ通ずる露地は巾

約1 間余 b にしか過ぎない。その上 周囲はき・てコし

り家が建て込んで、いるから 、附近に火災が起てコ?と

場合には、結局焼けてしまうだろうし、叉乙ん主主せ

まい露路を通てって倉庫の中身を持ち出す乙とも不

可能で・ある。戦争にも幸い焼け残つ? と之等の文化

財、殊に京都市民にとっては捻て難い宝を、か与

る危険: 主主場所に保管して置くととは如何にも心許

えにい。せめて安全主主倉庫に保管出来る犠に すべき

ではたいだろうか。金閣寺のとと主主ど を思い合 せ

て、早念に具体策が講ぜられる乙とを切望して己

まえt い。

最後に l亀谷鉾の見学を快諾して下さ った広瀬 氏

始 b 町内の方々 、叉多忙I i 仕事の最中色々の質問

ｋ 答えて下さてった ｾｩ 辰氏及 び増田氏 、 更に 此の見

学を斡旋して下 さてった市観光局の方々に厚 く御 礼

を申上げる。
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わが建設業界に

危 機 来 る

木 下 清 司

我が京都トヨ: 非鞍災都市で'<f> b 、産業都市として

の僚件を一部欠くため、工事量除、他都市に比較

して非常に少し牟面中小建設業者過剰のため、

深刻主主競守入札が展開され、加うるにド y ヂライ

ンの強行は金融難に拍車をかけ、それがやがて心

主主き業者による極端たるグンゼ ングの実施 と主主てっ

て現れ、乙の悪循環は必然祉会の不信と経営難と

をまねさ、 「我が業界に危機来る」と心ある者に

寒心を覚えしめたので、ありまナ。

然して、乙のままに放置して置きましては、共

に立。とと能わず、業界の章受徴は火を見るよ b も

明らかであ b まナ。乙の時に当 b 、我等業者は深

く自省して見なければ7 i ら泣いと思、うのでありま

ナ。

闘土再建の重要注る一翼を担う我々段、時勢の

重大さに思を薮し、自戒自粛して過去の行きがか

りを捨て、あくまで遁正債格を以て受註し、然も、

良心的主主施行を主主し、企業先に対し、いささかも

不安の泣いように努力し主主ければ主主ら泣いのが、

第一要件であると信じます。その震には各方面の

信用を依復し、必養一体とたって経営の合理化を

計 b 、新時代に遁合するよう経理を確立し、技術

の向上に努力し泣ければ主主ら泣いのであ P まナ。

無謀なる債格による入札| 士他の何物かの犠牲によ

る入札に他党主らないので、あ b まナ。その場のがれ

の施行に よるとか、法律違反の上に立っとか叉被

傭者に対ナる搾取であるとか、事業主として当然

の義務を呆さたいとか… … でなければ行い得，主主い

ものなのであります。先に申しましたjili b 、技術

の向上や経営の合理化が実施されれば、乙の様えに

極端主主競争は起 b得主主いのであります。斯くして

相共に、手をたづさえ、誇 b やかに京都の業者と

42 

して進んで行きたいと考えるのであ b ます。

然し主主がら表裏一休である諸官公聴に対して我

々として要望致したい事も多々有るのであ b ま

す。先づ入札制度の合理化であ b ます。乙の入札

制度如何によっては、ともすれば無謀たる入札が

行われ易いのであ b ます。我々として良心的主主遁

正見積をする震 には最低孫札線を是非設けて頂 ミ

必要が有るのであ b ます。そして、その制限線は

入 本 間 債 格 ( 予算〉のさ 以 上 で ・ 紛 れ 悦 ら 注

いと劣ーえるのであ b ます。次に年度内の工事発註

は予算措置を促進して頂いて前宇期、後宇期に調

節し、後牟期に片寄らないように願いたいのであ

b ます。叉労働基準法による安全衛生を徹底する

ため設計見積には其の点を充分御検討願いたいの

であ b まず。貌在の如き、実に切 b てつめた、予算

に於いては、基準法そのものが、実施困難主主歎態に

まで立ち致っているのであ b ます。筒疋確定主見積

を要ナる震に支給品の草債、合債を明示して頂き

tuい乙とと、各官臆の横の蓮絡も充分にして頂き

たいのであ b ます。企業先及各監督官臆により異

る命令、指示によ b 、その実行に迷う様7 i ととも

度々有るのであ b ます。

以土のt誌な乙とを我々は常に痛感しておるので

あ b まナ。我々の微意をお祭しの上出来るだけ実

施して頂き、我が業界の震にカをおかし下さるよ

う望む次第であ b ます。諸・官臆当局の善意と、我

々業者の道議心がータに主主る処、必ずや優秀吉にる

成果とたって現れ、冊目闘建設に明るい希望の日が

訪れる乙とを確信しているものでありまナ。

〈筆者 ・京都建設業協会会長)

併託

期 短 縮

太洋諸E株式曾社

大阪市北区絹笠町堂ビル3 階

電話堀J f J 1820.  9 5 1  

( 措内電話) 2 . 6 7 ｾ＠ 8  



建材業者の

自己反省ど再出発

中 村 金 一

曾てコて建築の三位一体が盛んに主張された時代

があった。之は設計者や監督がー若干偉くて、建材

業者は監督者ーや直接の注文裁である請負業の下請

けとして、両者に駆使されている実情を改革すべ

きであるとナる一部先覚者の主張で、あてった。デモ

グラシーが祉会生活上の基調£主主った今日から思

えば、ま乙とに遠い過去の様に感じられるが、漸

く一昔前の話である。だが今日我等建材業者の中

にその業績に於いて、その自覚と信念とに於い

て、省みて恥じざる者は呆してどれ丈けあるだろ

う合、。

戦後混、揮のさ中に、物受の不良とインプレーシ

ョンのお蔭で、建材業者がチヤホヤされた時期に

は、品質が組悪でも仕事が下手でも注文者は波法

子で我慢して呉れたが、 パラ y グ建築から木建築

時代とえr . b 、統制が解除されて自由競字時代とた

って、特に請負業者聞の競争が激烈を極める今日

ほと我等建材業の反省と自覚、信念と努力の要求

せられる時代はたいのである。但し直接契約の相

手方である請負業者に喜ばれる丈けで能事格れ b

とmしf尋泣い。設計監替者、施主の満足はもとよ

b 、その提供し? と賓材と施工とが、その建築物を

利用する総べての人に、竣工時から将来まで最大

限の奉仕を主主し得。るもので、主主ければ主主らないので

ある。何故主主ら今日さをく数え切れ主主いほど市場に

出ている多種多様の建築材料に就いては、設計監

替者や請負業者よ b も夫々の建材業者自身が最も

よく知っている筈だからである。

以上の乙とは私が従事しているスレート業界に

於て日常特に痛感される乙とである。値段を安く

する乙とは良い。しかし夫れが品質を低下した

p 、施工2と胡麻化し? とりして、井守系その建物にど

の様主主悪影響を与え、叉施主は復j論設計監督者や

請負業者へどの様主主迷惑を掛けても、一応引渡し

を格 b 代金さえ貰えば構わぬと云うやり方では困

るのである。

具体的に云うと屋根材の寵児とも云うべき厚型

スレートである。セメントと砂とを混合して7.kEE

機で成型圧搾さえすれば良いと云う態度で、其の

原料配合比率を出来る丈け落す。之では如何に外

観は美しく成型されていてもその強度は脆弱? とら

ざるを得主主い。甚しきは石茨殻の粉末主主とを加え

てセメントの使用量を節減するメーカーさえあ

る。着色するにしても顔料をセメントに混入する

とか、表面に色素の屠を圧搾附加するとか、或は

化学薬品をセメントの遊離ア Jレカリに化合せしめ

て発色する等夫々着色方式が明示されているの

に、実際に納入する品ぽ只表面に色素を塗援し? と

だけのものがある。叉スレートが耐震的でる b 且

つ仮令建物が潰れても院予存せぬためには、葺附け

に使用する釘の品質が大切で‘ あり、然も夫れを一

枚も洩らさず忠実に打ちつけて置くととが必要で

ある。普通亙鉛引鉄釘が使用されているが、我等

は進んで銅釘の佼用を実行ナベき時期であるの

に、請負業者に普通の鉄釘を支給せしめて之で平

然と葺附けている者すらある。叉棟附けは特に施

工上肝要の点で・あるが甚だしきは処々針金止めす

る位で止めて置く。仮令諾負業者から嫌がられて

もセメントと砂を出して貰てコてモルグ Jレ詰めと

し、堅固に積立てる手聞を省いては主主ら主主い。其

他石綿スレート の場合に除去E足を伸ばした b 葺 重

ねを少くして材料と手間とを胡麻化し? と実例は、

数多くあ p、今日迄雨漏りのため、葺替えを余儀

泣くした原閃の殆んど全部を占めると云クて差支

えない。 i 責任施工」が草主主る見せかけであクて

はたら泣いのである。

今日石綿スレートに』をける石綿事情の如き、ス

レート業者の誠意丈けでは末1t . . 解決し得泣い障害

もある。又鞍毛容に依る経験業者の大量喪失と言う

事情もあろう。けれど夫々の業務に対して誠意さ

えあれば必ず克服し得る筈だ。少くとも我等: 建材

業者十J : その生産出来る最良のもの、その施工し得

る最善のものを提供する決意と努力とが絶対に必

要だ。只々注文者の要請・に惟れ従って安かろう惑

かるうで除自械の外は無い。他を責め要求する前

に、各自が脚下を照顧するととが必要である。建

築界への我等材料業者の職安の達成と貢献とは其

処から出発するであろう。

( 筆者 ・前野沢スレート会社役員〉
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建 築 の 着 物

タ イ ノレ

平 田 作 太 郎

ｾ後早や五年、此の頃除以前にも増して着物や

服地主主どの氾濫が目立てって参 b まレ? と。乙れと同

様に建築の着物で、ある 私たちグイ Jレにも生地、色

合共に戦前.t乞劣らぬ質を持った良い品や多 くの種

類 が出来 、夫々の建物の身柄、年齢( 底輔、佳宅、

高 居 ピ Jレ等〉にピクグリと合う柄模様も出来て参

b ました。と乙ろがアプレグ ールとでも言うので

しょうか、お才か40才位の年恰好と息、われる建物

に、20才位の方に向く様主主沃手主主柄を着せて得々

としていられるのを見るとさをく情主主く主主てって来ま

ナ。 ど乙を歩いて見てもとの犠注乙とが多いので

ナ。

そ乙で御 願いしたい乙とは、夫々の年恰好に似

合った上 品 主主落ちてついた、 叉沃手主主ら波手主主りに

艶やか及、 シーク主主或はスマート主主色合や柄の私

達 を選んで頂きたい乙とでナ。私達はそれ乙そお

嫁入 b ナる時の様主主巌粛主主気持で、 い が ん だ b 反

b 返っ? とむし注いで、身柄 に合う様に努めるでし

ょう 。

主主お 2 ヶ月から 3 ヶ月前に縁談を始めて頂 い て

万端の宣告備期聞を与えて頂ければ尚一層御気に召

ナ様に形、色 合、柄などを整える乙との出来る乙

とを申上 げて置きたいので‘ ナ。 1 ヶ月位前 のき. b  

ぎり間ぎわに主主づて予算の都合滋どで絹 物 を 呉 れ

の、木綿の上等を呉れのと剤、理を云われる乙との

多いのにはほんとうに泣きたく主主る降、ど困る乙と

があ b まナ。勿論総べての単備が充分でないため

に、せっかく建物を美しく出来る私たち、 叉 衛 生

的で もある 私たち の 使命が 、 そのｾ分も果せない

結果と主主てコてしまう乙とも多いので・ナ。

それで建築の着物である私たちの特にお願いし

たい乙とは、 建築をお請けに主主ク? と主主らば、イ可は

さて置いても直ぐに御希望を聞かして頂 きたい乙

とです。原料から原料手間、偉成、 荷造 b 、発 進

迄 約50目、 前祭と準備に約10日間、 づま b :;l註嫁入

b 迄には約60 日もかかる乙とを御 忘れ泣く 。

美 し い、 きもちの良 い建物を作 るために私たち

は絶えず、 よ b 美 し し よ b 清くなる様心 掛けて

お り ま す 。 ( 筆 者 ・平田グイル株式会社置土長〉

鋼筋コンクリート学校建築講習会

標記携習会は日本建築学会及文部省共催、 G. I I. Q.

建設省、本会等の後援で下記要領で開催されます。

1. 目 時 9 月26月- 27日 9 時- '16時

工場 所 大阪商科大学講堂

1. 1車講 料 く会主をの有無念関わすっ 550円 く無料。テ

キス ト1. 2. 3 は希望頒布〉

1. 申込海腕 日本建築学会近畿支部 9 月20日迄

1. 私自及講師

必須く A ) 主旨訟明文部省数育施設部長国中 徳 治

くB ) 設計計画文部技官 大中不二雄

( C )構 造ゑー大教授 坂 静 雄

任意くD )slli エ鹿島建設大阪支盾長土岐主主人

くE ) 実縮計岡大阪市営繕謀長 槍 井 敏 免

紳戸市及芦屋市建築課長

( F ) 教育施設の現況文部技官 石 丸 健 雄

1. 講量産用資料 く別に聴講者には建築雑誌、 6 月号及ぴ

9 月号〉 く銅賞百コ γ クリ戸ト 標準仕様替掲載〉を

持参の事。

1. 銅筋コ Y クリート 法校舎の建築工事科目くR . 用

C.) くイ〉概設くロコ設計計画しつ構造計算

t ニ〉同仁ホ〉見積積算 体裁A5 200]支 180円
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2.  ( 1 ) に同じ科目 ( H.C .) 用 構 造 設 計 図、設計計

蘭 図 新 聞4倍大 12枚 220円

3. 銅筋コ Y クリ ート標準仕様書解説書学会改J E仕

様警の詳細なまE明 A5 115頁 120円

4. 銅筋コゾクリ ート 標準仕様書く改正〉 仕様替外

所要の規格抜専1 < A5 60頁 60円

5.  ( 4) に同じ 仕様書・のみ、: i j ! 築雑誌 25. 9月号掲載

6. 学校建築施設の現況 建築雑誌25. 6月号掲載

7. 掲図に用いた「デ戸3 l J の縮尺コツヒ. ー実費頒布

する ;場合もゐる。

※ 5. 6の建築雑誌は会員外には会場で特償頒布

50円

以上資料の内1 . 2は必須、3. 4は自由R臣賞

会費御梯込について

会費が四ヶ月以上に滞納になると雑誌等発送

其 他 の 逼信 を停 止する規程になっております。

請 求書 圭 受 け ら れ た 向 は 折 返 し 御 携 込 み 下 さ

い。振替用紙本号添付。



尽 割i

1  

人聞のはきものの裏と豆砂利とのE 大主主ヤスリ

です氏がもみほごされたら、 いかにあと形も主主く形

を うし泳三コてポロポロ のせんいの 固 b とな b 、地

表をばらう風のうず巻十てこ丸い形を画きたがらざわ

めく乙と古、

「世界をク主主げ花の怖にJ . の楽隊の音楽と共に

先頭がく b 出してから ほぼ牛時間、次第I ' C 豆砂利

の地表を大きくみせ出 し? と会場にわれわれが発 見

したのは乙の光景である。時は1950年 5 月 1 目、

所は京都御所建礼門前の広場である ーーといてコて

も、 乙れが「広場」であるかどうかはうたがわし

い。御所御苑の平面図をみると、御所の前に東西

に巾のひろい豆砂利の道路 ( n があ b 、南から

まっナぐとれも巾の広い道路 ( 1 ) がとれにてっき

当てコている。いわば乙とはこっの道路の三叉点で

ある。しかし京都でいま市民大衆の屋外集会をや

るとしたら、乙の道路まがいの 「広場」を最遁地

とし泣ければ主主ら注いであろう。辺ぴ主主と乙ろに

ある農大のグランド訟とは問題外とすれば、向山

公 園のしだれ楼前の豆地か、 それとそE 真正銘の

道路である疎開拡張された五僚の大通 b しか、都

心部には集会広場が泣いのである 。

2  

都市計画の本をみると、都市i構成の要素として

出てくる広場-は

( 1 )  住宅街の中心に主主る近隣広場

( 2 )  市がたつ市場広場

(  3  )  特殊主主建物の前面につくられる儀式主主ど

のための前庭広場

( 4 )  記念的主主施設群のための記念広場

( 5 )  交通の流れやたまりを処理するための交

通広場

に分類されるといわれるが、京都市の中心部でみ

られる広場といえば交通広場と前庭広場だけであ

ろう。( 1 ) に相当? るものとして区劃整理後発

展し? と新しい町で、児童公園としてつくられてい

るものがやや似た機能をもてっているが、 しかしと

の 虞 場

西 山 BP 

れも公園であてって広場で・除去にい。交通広場として

は京都駅前、四僚大宮、三僚京阪等のタ ーミナ Jレ

の周辺カ宮殿宰中の疎開あとを利用して、。昨今一応

ととのえられた。乙とでは皐陀人や草の交通流を

整理するだけで主主し 「観光都市」としての京都

の玄関にしようと色々苦心されているが、広場を

とりまく建物のチグハグ主主背の低い貧弱さで、 あ

まり効果をあげているとはいい得泣い。

( 3 )  ( 4 )  については京都は古い都市でそう

いう紀念的建造物が沢山あるわけだが、 あま b 立

主民主主ものは泣い。

前庭広場として丸太町通から府鹿含までの広

路 、市役所前の御池通 b の広路があげられようが、

建物をみせるための広場として適当主主のは市役所

前くらいで( 乙れも前のテニスコートが目ざわ b

である〉府鹿の方は建物と遁; 路のプロポ ーシヨン

が古臭さナき・る。そのほか御所御苑だと古、東西

両本願寺前の杢地( 烏丸棋の電車が東本願寺の前

でうかいしているのに人々除乙のお寺さんのかヲ

ての威力を知り得ょう〉及ど 、いづれもそういう機

能をもてつ。ととろが乙れらの前庭広場は、その主

体である建物の機能内容とそれをつかう 「儀式」

が現在の市民大衆の生活とは主主れてしまっている

ために、? とだ「京都は閑静でよい」といてったふんい

きをかもし出ナ重要主主要素とは及。ているが、近

代都市の構成要素としてはピツグリきてい泣い。

3  

もっともプパー注意味の広場- とは、交通上の必

要とか、建物を主主がめるためとかのものでは主主く

て、ゃね: り「人が集まる」という機能を根幹とす

るも，のであろう。

ローマのサンピエトロ寺院の前庭は建物の前庭

広場として最も代表的主主ものだが、 乙乙には少く

も10万の大衆を入れる乙とができょう 。最近ど 乙

かでみたグラフに、と乙をうづめている大衆に法

皇が説教している写真をみたが、 ヨー ロツパの宗

教は乙ういう生活をもっている。 しかし本願寺の

広場で大衆が法主の説教に熱狂したという話ぽあ
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まりきか主主い( 一回み、 きもののすそにふれるの

が無上の願 小の土下座の人々でうずめられたとい

うととはあてニ? とかもしれぬ) 0 1 " 何々遠忌」とかい

てって地方から数10万の人出があるといわれる時で

も本願寺へ行てってみると放をたてた団体が吹から

ヨてから門をくぐり講堂に上 b 念 併し帰ってゆ く流

れが主体の様に思える。大衆があづまてって集会を

ナるというのでは主主く 、一つのものに次々と時間

的ズレをもってへめぐってゆく流れーーその流れ

にそてって祭礼とくつついた庖々が主主らび、商業的、

慰祭的主主ふんいきを出している。だから日本の寺

祉の広場は集会のための広場というよ b 一時的主主

市場一観楽街の製地と いった農業枇会的混性格を

おびている。

4  

とのととは我々が一昨年来折にふれて祉寺祭礼

の際調査した結果にあらわれている。その二，三

の例を示そう。

北野榊置土前には市電ぞいに門まで約 400mほど

の長さの不整形主主参道のづいた絵地がある。祭礼

の際はととにおびただしい出庄がでる。一昨年春

の祭の調査では、 しらべあげたものだけで 630 あ

った。前牟は参道の両側のみであるが、後; e' ドは総

計11列の庄の列びが平行的に出来ている。その種

類をみると衣料関係270( 48%) で古着屋がその牟

分をしめた。とれば当時の世情にもよろう。飲食

物71 ( 149杉〉、 文房具、 玩具82(13%) 化粧品薬品

等36 ( 5. 7%) 住用品45、7. 1%) 日用紙貨40:6. 4

% ) 農業関係37 (5. 95約 そ の 他29という調子で、

品物はいづれも単純主主ものだが、経: 類が豊富で一

大百貨庄の形を主主している。そのうち古着屋127、

おでんや14、手 相見14、古靴11等は集団的にたら

んで 「、、 街」を形成している。案外ナくたいの

はパチンコの類で、 との祭礼が附3 l i 参集者の定期

市場の機能をもっているととを示していた。

とういう点からすると 、祉寺前の広場は一種の

市場広場であるともいえよう。との場合は毎月で

るるが、年に一回だけの伏見い注j ' ) r c . づいて昨年

2月15 日しらべたととろで、段、大分下るが合計129

の出庖があり 、飲食物、オモチヤがずっと多くそ

れぞれ24%2走20%で、衣料は古着屋がずづと少く

18.6%、やは P パチンコの類は少い。

ととろが市内の祭礼に主主てってくると大分ちが
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う。とれ除むろんその様主主庄が附近にあるから出

庖の必要が減ずるととも関係していようが、例え

ば壬生寺の 2 月23 日の採・集では合計 43のうち飲食

場289杉、おもちゃ26%が多くた b、 あてものが21

% とふえ、 そのほかにパチンコが54台とたヨてい

る。つまり子供たちを中心 とナる遊び場 に転 化 し

つつあるととを示す。

5  

集会広場の歴史的主主原流をさぐると、日本には

その様 a，生活様式があまり発達していえ主かてったと

いえよう。大衆があづまる場合といえば、原始村

? 容の部群集会のよう主主小規模たものをのぞくと 、

まづ支配者の行う各種の儀式が前| 面いでて、大衆

十;t附カu物に及クてしまうている。一世一代の即位

式、近代的主主軍肢ができてからはその威容をほと

てコ? と観兵式主主ど が 大き主主集りであったといえよ

う。前者は宮殿前の広場で行われたから、 その意

味で京都御所の「広場」は日本的注意味の重要注

広場であったといえる。しかしとの場，合はただ天

皇の簿巌を示すための儀式で文武百官がいえ主らん

だのが中心で、群集ぽ添えものである。だから集

合広場の形を必要としてい及い。後者の場合もた

だ東京の宮城前広場のみはその後大衆集合にも利

用出来たから、 「人民広場」と名づけられるよう

に怠ったが、平素訓練につかわれる町 l会づれの練

兵場が多く用いられた。

とういうわけで、京都には集合広場というもの

が殆どない。新しい市民生活の中で、 メーデーと

かそのほか大群集の屋外集合がまナまナ大き; 創立

置をしめてゆくとすれば、公会堂や美術館と同様

、私はそういう目的にピツグリとした広場が京都

にもつくられねば主主ら泣いと考える。それは近い

将来新しい都市の必要僚件のーに主主るであろう。

ス チ ー ル サ ッ シ ユ

F  ド ア ー

グ シャツター

オベレーター・ 仲縮戸 ・菌格子

設 計 ・ 製 作 ・ 修 理

日本サッシユ株式会社

大医市東区高鹿橋二丁 目ブL穿 地

電話土佐 堀@2995 ・3979番



京 都 市 の 住 宅 事 情

序

京都市の住宅事情を紹介するにあたって、' * の 3 ":/の

住宅グルー プをえらんだ。

1 住宅困窮者の住宅

2 西陣の家内工業者の住宅

3 京都市内 8 ヶ所の不良住宅地区

とれらは、それぞれの特殊性に必で京都の住宅事情を

集約的に代表しているものと考えたからである。

京都lま非職災都市なるがゆえに、鞍災を蒙った他の大

都市にくらべでそれほど窮迫した住宅難がないよろに考

えられでいる。 L かL: 事実はとれに反L て予想外に深刻

である。 量的な住宅総は特にかるく考えられているが、

それさえも決L て安易に見て おれる問題ではないo それ

は端的には l の住宅閤務者の事情に表わされでいる L 、

また 3 の不良住宅生tl! 区の場合においても憂慮すべき獄態

となっで表われている。それがるらゆる場合に温密・な居

住朕態を生じ、質的に往生活を劣等化する傾向にある。

さらに、非験災都市なるがゆえにより荻刻な問題は、

住宅が荒廃老朽の一途をたどりつつらることでるる。そ

れは l 、2、3、 いづれの住宅グル 戸プにもあてはまるこ

とぜるるが、この住宅の潜在する質的な劣悪化が遂行に

まかせて放置されつづけるなら、やが τ量的にも大きな

住宅難に転化することになるだろら。

1、 2、 3、を通じて京都の住宅事情を代表させると共

に、京都の住宅事情が意外に深刻で' らるととを明かにで

きれば幸でるる。

1. 住宅困窮者の住宅事情

非職災都市京都においては量的にさ L 迫った住宅難が

ないと考えられがちであるo L かL 、市営ならびに府蛍

住宅に対する申込受付への応募者数は明かにこの考えを

打滑L ている。申込者と申込住宅の比率は1947年の10倍

から1949年軟にかけて25倍に培加L ている。また1950年

春における府告さ鉄筋アパ ート 40軒分に対寸る申込は、家

族人員、給糾額、などに制限が2るるにもかかわらず1700

人余の数に達L ている。 1949年来 4 回にわたりこれら申

込者に対L 調査表を配付L 、その人たちの現在の住宅事

情を調査L た。これらの人は結局8 0 %以上が間借入、あ

るいは間借入と悶じ撹惑。にらる向居人たちである。つま

扇 国 信

りこれ らの人の住宅事情は京都における量的住宅難の事

情を端自切こ表現L ているはづであるd

いま 297世宇野の間俄生活者の朕況を出L て見ると、第

1表のよちになる。 6 帖未満の室生活者が最も多 < 6 6 %

をｲＧｊｾている。 Ｙ 帖米前で ＱＷＥ 、 ＱＲ 帖未 満で ＱＱ Ｅ 、活帖

すなわち 6 防 3 間程度をこえる間借生活老はとの中では

見当らない。表によれば 6 帖に 8 人といち超過密例も見

られるが、 297例の絵拍数2026帖、総: 人員1066人から 1

第 1 表

; 主主己主豆/9. ｾＺＺ｟ｩ［ 座竺 ｩｾＱＵＮ 示
1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

10 

計

1  1  

50 10 1  2  1  

75 17 9  2  1  

35  16 8  3  

20 4  7  2  1  

9  2  3  1  1  

4  1  3  1  3  

1  1  

1  

195 50 33 l 2 7  

一
暗 唱 』 圃晶 画 = 置 日

7 Ni o " e - ' 1 Q T I - 8 昌 司

人当タタミ数は1 . 9帖。1 . : がもとの1 . 9帖の中には格納

昼間に牧b きれないタゾスや炊事逗誤その他1断 槌具が

場所を占めていることを忘れではならないo との様なj伏

態であるから全室数に対ナる寝室数をとって見ると8 3 %

がすべての部屋を就鐙} こも使用L 袋食分離などはお話iこ

ならないo / 七もすべての部屋といって も75%が 1室居住

である。就袋面積は 1人当り 1 . 倒防といち 抗感だが実質

的にはこれよりちんと小さ〈なるはづで・ｾる。

この人たちが現在の住宅事情に満足L ちるはづはない

が、その理由を確かめて見ると同居といちことが最も大

きな不満になっている。そ L てそれを更に具体的に表明

守るところでは、 2 陪借の不便、台所がない、仮所の共

同使用、せまい、などが主要な理由である。同居の項に

ついで、家屋の荒廃といち理由が多い。荒廃獄況はタタ

ミと雨漏が最も多い。さらに、立A を迫られているとい

ろ不満理由が相当るる。事実この申込者の中で7 7 %が立

退を強要され進退務L ているのである。

いま、借家人および間借入がどのよろな事情の下に立

退を要求されているかを作表? ると第 2 表ーのよろにな
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第 2 表 fti 忌を要求されている理由

三三?と二c t Z 間 借

斑 家 又 は 物 納 I 20. 0% i  6. 6% 

建 物 用 途 変 更 I 8. 8 I  9. 3 

契 約 満 了 I 11. 2  I  4. 0 

家 主 が 入 る 1 11. 2 I  3. 0 

家る主く出の産家族〉がふえ 3. 7  7. 5 

家主方の結婚苅題
6. 3 12.  7  

家主の身内が入る
2. 5 7. 9 

使 用 人 を 入 れ る
16. 3 1. 0  

借主} こ子が多い
4. 0 

借 主 Iこ 出 産
3. 6 

せ ま い か ら で る
20. 0  

同 居 の 不 手 日
5. 4 

そ の ftf!， 
12. 5 6. 6 

不 明
7. 5 8. 4  

る。借家の場合最大の遁立ての原因は稔金問題である。

温大な納税負担が家主を苦L めると同時に借家人を火の

つ〈様な住宅難の長只中に遁いこんでいる。これでは結

局政府自体が間接的lこ人民の住宅難に拍車をかけている

よちなものである。京都市内で物納家屋の借家人を税務

署員が追いたでに行〈といち新聞記事を読んだととがる

る。間借の場合「せまいから出・で行け「といちのが最も

多い。「イ貸手に子供が多L 小 ら 」 と か 「 刊 切Z生れるか

ら」とか云つで追出されよろとしている人たちは、これ

から入居先を探す場今にも最も不利な際件をもつでい

る。借家人、間借入の勿J合を通C てゐるi E l n隈向で結婚

問題ほ住宅難と深刻な関係をもっている。

結局これらの住宅困窮者・たちが京都の量的住宅難を集

約的に表現しているわけであるが、京都における住宅維

の深刻性はこれにとどまらない。現在刻々と荒努の形を

とって進行L つつらる質的不良化は、やがて火災その他

の刺設によっていつかは大量の量的住宅難に転化L て行

くことを考えねばならない。それらについて以下に記述

ずる。

2. 西 陣 の 家 内 工業 者の 住 宅 事 情

1950年 6 月一杯を新日本建築家集司京都支部 く略秘

N i¥U K ) の京大における住宅問題研究部会は、西陣の住

宅実態調査に費やL た。この調査は、全図的な中小企業

の波落} こともなち京都郷土産業西陣の危機を究明 L よ号

とする市当局側の主旨と併行L 、京大経済学部、京大医

学部社会医学研究会および N A U K 住研・との三者一体の

綜合調をであった。

西陣地区 ｬ 士京ポ ｔ 市内の西方 、 ｪ じ から南にかけてｾわ占う

で広範な: f : U! 械にわたっている。また. この地主主内で行わ

れている蓬楽は京都良穴の代表的産業でられふるくか
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ら西障の盛衰は京都のそれのパロメ F ターであるとされ

ていた。住宅問題の商から見ても 、未だに住宅と仕事場

と直結L た原始的家内工きたがと ，れほど広範な全地域にわ

た・って実施されているとい号事実は特務d主宅のサムプル

として、また京都における特殊事情と L できわめで興味

ある対象でらる。したがって京都の住宅事情を紹介する

上には西陣〈および・清水皆、中京、下京に集中絞aずる

扇子、菓子業者〉の家内工業住宅に言及せざるを得ない。

西陣業者} こは大規模な工場を経営い必夜且余りるる

住宅} 乙住んでいるきわめて少数の経営者と、自営で少数

の職人をやとい、あるいは自分みづから磯を織る家内工

業者と、自家に他人の機を漏え自分の労働だけを賃金に

かえ亡いるいわゆる賃織業者と、 3lffi りの型がある。と

の打、われわれが住宅問題と L て長剣にとりあげねばな

らぬ責任を感ずる対象は賃織業者の住宅と一部自蛍業者

の住宅にと どまる。

仕事場のために居住空聞が犠牲にされている。

西陣の住宅は、ふる〈から機屋だちと L てたてられ、

ほほ一定の型がきまっている。遜り土聞がー側を質き、

それに接して表から衰の方へ2 - 3室ならび、 - :祷奥が土

聞となりとこに1 - 3台の織換をおく。この部分のヤネは

棟からのばし、軒高は著しく低〈大てい1. 7 4 m前後であ

る。したがって貨織業者に関 L Cは23軒について抽出、

詳細な実態調査を行った結果は全‘体のあらま L とー致ず

ると考える。

仕事場をのぞく居住昼間はー人当りタタミ数2. 26帖こ

の|限数t士、194ヨ年春に京大職員の住宅について調査L た

結果 1 人当り約 5 般に比べてその4主主主に光たない。

ｌ たがって 、 全 ｉ ｾ［Ｇ 住空間の ＷＰＥ が就寝室聞として利用

されているがその場合 l 人当タタミ数は1 . 6帳である。

この卒均数字:- j : 就寝状態が割合うまく行つ亡いるといち

証左には決してならなし、。といちのはこの平均数字を得

るために、 3 5 %の食寝混用の室利用が行われ、その他に

3つ%が l 人当0. 35怖く 2 艇に 6 人) - 1 帳の就寝面積に

耐えねばならないとい 5事' 筒があるからである。結局65

% はいづれかの形において遁密航態による不都合を免れ

得ない。この原因は明かでるる。? なわち居住面積に対

する仕事場面積の比率は、 1:  0. 93でられ住宅になる

べき閣制の約字分が仕事場の犠牲になっているからでる

る。

め ぐ ま れ ぬ 炊 事 場

仕事場をのぞく仙の生活ー面においても 、賃パタの人主主

は不遇な住宅事情を味っている。遜土間型式} こしたがっ

て炊事場はこの部分についているが、4 3 %は伺手f の水道

および井戸をもっておら i.t. ぃ。卒均 7 軒} こ l の刻合で共

同の井戸と水道を使用 ｌ ている。ガスをｾっている家は

わ づかに13%でるる。下水は「なし」と答えたものが 1



軒、 5 2 %は不完3 b で支障をきたL ている。

調理した範囲内で風呂のらる家は 1 軒もない。 銭湯の

利用瀕度はおおよそ Ｒ 日に Ｑ 回といちのが大卒でｾる

が、それも確かめると夏季は全く行水ですま L ている所

が多い。特に家 ｬ Ｈｩ の多い家では ＱＰ 円の風呂代が大ｾ＼家

計にひびく 昨今である。

仕 事 場 も よ く な い

仕事場の大さは、織機の台数によって泉るが、かかる

実機屋では1- 3合どまりである。したがって平均11坪弱

ゼある。その採光、通風' 糠気聞について調査L た所で

は、すべてが満足すべき J状態にあるところは、 36. 4%L

かない。大卒が何らかの欠陥をもっている。 3 項各々に

ついては、良が65. 6%1こ対L て不良が3'3. 4%づっ。此J彰

式は治どすべてが土聞でるる。そのため、多季の寒気と

潟気のためリューマチが西障の職業病になっでいる。あ

る被調査者は諮って? いた。 i 彩、は神経痛なので、貧乏し

ていて も風呂に毎日行かねばならない。これはとてもつ

らいことです」と。

西! 墳は荒れ果てて行く

家て室の荒廃はー般に貸織業者のものほどひどい。その

紋況!i: 第 3 表により看取されるだろ号。これによるとか

べ、柱の斜l務や傾斜、腐桁が: 援もひどい。次いで屋根雨

漏、野廻 ｾＮＳｴＵｴ ミ、建具などが約 ＵＰＥ 荒 究の部に入 っ

ている。就中、雨漏Ａｾ仕事場に多ぃ。とい ろのは保光の

ため最少 3 ケ以上の天窓があげられているが、その屋根

商との雨仕舞はあらゆる場合にちま〈行v っていな」 、。天

窓の雨だれは1直後織物の上におちてくるので、天窓の巾

に紐をわたし、これにパケツをつったり L C姑息な手段

を労 L ている。なお注意すべきことは、雨漏は箆織屋} こ

特に多い際でるる。というのは賃織屋は例外な〈手織を

使用 L ており、その争後は大てい屋根架梢に直結されて

いるつしたがって費量動がたえず屋根を微かながらも微動

させている。その結果瓦す. れがある。第 3 表で、 B. C  

を併せ和ば結局荒ｾは深刻に進んでいることが祭ぜられ

る。しかも、経済的に未曾有な危機に瀕L ている西陣一

帯は家屋に対L て充分の対策をたてることは殆ど不可能

な朕態にたち至っている。るる家では雨漏に施‘すカがな

〈、弁当の竹の皮を瓦の聞にさ L 込んでいるところもら

った。また豆; 援に板を張りつけよちにも 屋根自体が腐

朽 L て危険でのぼれないといち例にも行きあたっ式ェ。恩

号に西障の危機は経済面にかぎらない。このまま放置さ

れることによって、西障の住宅問題はー日一日と憂方7す

べき状態を深めて行〈だろ号。それが何よりも; ; ' 1 ; かなこ

とには、そのおそれを西陣の人自身が口に出 L ているこ

とでらる。

第 3 表 建 物 荒 廃 のJ伏況

ｾ ｉ＠ A  II 

キ ソ 78 %  

::「土
Jロ〉、

78 

カ
，、.、

9. 3  

柱 25. 4 39. 9 

屋 根
50. 8 39. 9 

タ ル キ

57. 3 25. 4 

グ サ リ

ニL 49. 2 25. 4 

床 50.8 23. 8 

ヲξ 弁 78 4. 7  

5t 5t ミ 50. 8 36. 5 

建 具 50. 8 31. 9  

A : 可なるもの

B : 修理すれば可なるもの

C : 修理しに〈いほど不可たるもの

3. 市内の不良住宅地 ｾＸ ケ所

C  

4. 6%  

12. 7  

25. 4 

34. 7 

9. 3 

17. 3 

25. 4  

25. 4 

17. 3  

12. 7  

17. 3 

京都市の住宅問題から、いわゆる未解放部落という不

当なよりで方をされでいるととろの住宅事情を見おとすと

とはできないo そ 号いち 所が同時に不良住宅地l又と L で

市内 8 ケ所i乙集中点在している。三係、義正. 壬生、錦

林、崇仁、竹田、深草、繁只の各所・がそれでいずれも京

都市の交通の主主点や僻心部あるいは街盾繁華地区、住宅

街の中に点在L 、決しで辺部な場所に隔絶された獄惣で

あるわけではないo L かも、これらの住宅地医は昭和 2

年の不良住宅地lえ改良法の公布以来、ふるくから京都市

における住宅問題の長も大きな課題のーっとしでとりる

げられて来でいるのである o l か L 実際に行われたいわ

ゆる改良なるものは遁路巾の鉱張とか町内のE車聞とかが

むしろ住民の反対を押 1 切つで強行されたにとピまり、

根本的な滋境改善計剥は資材、ヱ貨の互額を理由} こ認可

されなかった。また昭和1β 年から 269万余の予算を計上

し5 ヶ年計，虫iをもって実施されんとし丈づ也氏整鹿事業も

無謀な大東• . i l E 畿のた占うに解消されでしまった。そ L て結

果と ｌ では防空の名のもとに強行され域腕の家臨ｾ聞

は今日これら不良住宅地区をさらに不良化ずる傾向にあ

る。というのは道路の拡張や整理が、住宅そのものの改

良にまで発展するととなく放置されているために、まず

致後の疎開者、事協者等の流入がｾｾ密生活を更に遁密

にill いやっている o また他の大都市の不良住宅地区がほ

とんど鞍火を< ....り新L い羽市計画の下に改良される可

能性をもっているが、京都市では非戦災なるがゆえに家

屋そのもの L 質的不良化が進行している。

その7状態を . 1950年 6 月に市が行った三l際及び養正地

区の臨時調査. および崇仁、養正各地区においで自ら見
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閉した記越をもとに紹介する。

職時中の強制}こより家屋をこわされた地区疎開者は、

その地区内の近親者、他地区内の知人、親戚あるいは他

の市町村へ疎開したが、これらの人たちは戦後再ひ. 自分

の地区へ帰入 L でいる。この人たちの中で1949年度γ 於

で転入を許さなかった帰洛者、また.. a反を失いよるべの

ない浮浪者たちは配給実績をもたずヤミ米でその日暮を

L でいるが、そろいろ未登録人口が相当数 流 入 し で い

る。 L 式劫:って各地| 乏の実人口は第 4 表く市〉の公ぷJ'人

口をはるかγ 凌駕 L ているはずである。たとえば地|疋有

識憾の推定では崇fコ!日1.1ズの7793は突入口9000- 10000 ｾ＠

正の2196は実際は3000を下らぬだろうとされでいる。

第 4 表京都市における不良住宅地区概況

百 審「 司 咽 芝 日 な る 職 業

I  1  1 ト 1 %1  

養正 !21，臼オ2，196! ぉ415191  92塵惣、朝ド及その

l '  l '  - -i  - -- 1  ---1 -- ，1陵情、土工、日 雇

三 係 ド 叫 1，8501  5151  3221 噌 語、靴、及その

錦 林 16，7401 ，82暗1 18711
司 刊 日 層、土工、工員

壬生ド0，1611  1， 3211  342同341 961皮革、履物、工員

祭仁 !63，62117，加: 2，204
1吋 噌 走 塁 器、土工

竹田ド2，71司 1，7必 i 423! 3691 切程醤工夫、売透従

-1 -， .  '- 1  '--1 vWI 課 員、日] 豆、工員

深草| 訊 1 3 4 ω 21 29111叫 77

1

盤 、 糊 工 夫 、

祭只ド1，78711， 788;  4361  3541 95!贋物、及その修繕

「 1  -， Ｇｾ ｾ ｉ＠ ，vvl  vVi  可土工、 日雇

との様} て各地区の超過人口とカ日うるに疎開による家屋

の減少放置は当然これまでの温密状騒をよりー暦不健全

なものにしているだろうといちことは容易に想傑され

る。これらの獄強は、戦後の帰町者が地L?<: 内で集団ずる

ごとができず、団絡を保ちながらも地区周辺部に次第に

浸出せざるを得ない〈泰正〉とい ち事実にょっで表現さ

れている L 、また、京都駅東方一帯の崇仁地区に例をと

ると、木賃宿の増加、その宿泊人のｾ穂、定住化すなわ

ち木賃宿の不良アバ F ト化に よっγ 集約的に表現されて

1"る。

すなわち、前述の未登録人口の一部は、木賃宿の一室

} 乙定住L 、ととできわめて不健康な往生活をいたなんで

いる。

この人たちは定磁を也たぬ浮世昨労働者であり、その日

ぐらしの中から、毎晩、 7 トγ ーとー釜の俗料150- 300円

の宿泊料を梯ちている。したがって、一ヶ月に 5000-

10000円 の多額の間代を挽いながら、 L かも最も劣悪な

住居生活からぬけるととができないといち不経済で悲惨

な住宅事情におちとんでいる。

つ ぎに、京都市が蓋正地区および三係地区について今

年 Ｖ 月まで ｬｾ 臨時調査した結果から引用させてもらい、
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住宅の質的な而γ 言及する。第 5 表γ あらわれでいるよ

うr 、不足と見なす住宅く市の評償基準と L ては、形賞、

規模、構浩等一見して著る1 . . < 紘惑と認められとれを修

理若くは移i伝せんには多大の補足資材を裂し、むしろ新

築することが可と考えられるものをさ L ている〉は差是正

地区で92%. デ: {際対! ! 区で31 %といち高絡になっでいる。

第 5 表養正および三際主tl¥12互の不良と認められる家屋

¥♂屋別し ｉ ｾ＠ ｾ＠ " ，. _1  ｾ＠ .，. _ 1  

""，- 伴 家 建i 中 2 階建; 2 階 劃 計

地 羽ll "'-.. I 1  1  

泰 正 帆 I 6 3 % 1
14. 25%  ;14. 25% I切 13 2 E

三係地l乏 I 35% I  2 2 % I  2 4 % I  81% ｉ 一 号 Ｒｾ
| 1  1  I  397  

第 6 表養正および三係地区住宅の不良獄窓

¥、¥地 |又 別 I I  

¥ 、 ! 養 正 | 三 係

不良箇処 - - - _、.1 ｾ＠ - J  

不具な古事屋 92 %  81 %  

不足な夕、ミ 92 84 

不 良 な 使 所 88 87 

水道のない家 86 35 

不 良 な 芥 戸 93 70 

袋る小住路宅1こ而ず 11 39 

との表で 2 階立の項は、よビ佼的 100分上「か少いが. こ

れはお L むね幹線街路に商 L: た住宅であり、われわれ

は、都市中心部において. その区割lの中lこ殆どずべての

住宅が荒廃に瀕しなからわれわれの目から陰蔽されでい

るという事実をよ〈認識しなければ注らないo

住宅 の規模については、ＧｬｾＺ￯ｅｴ｛ｦ ｉＮ Ｑ え では ＱＰ 坪以下の倭少

住宅が' 53%. 三{ 際均1;'( では6 1 %. しかも三係ではとの内

37%( が 5 坪以下の住宅である。室数は霊長正で約56%が 1

ＭＲ 室住 腎、三ｻｾでは ＴＰＥ が ｬＭＲ ｴＮ室、したがつで盛数も

8 帖未満か前者で 47%余、後者で 53% といろ有様であ

る。

さらに、これらの住宅群は、第 6 表でららわされると

とろでは、室の良否、タタミ、その他設備一切にわたっ

で、殆ど全当初Zきわめて劣悪でるることか察しられる。

一言したいことは、とろいち紋態を呈している不良伎

宅地阪か、従来 しば L ば改良整備の対象としてとりあげ

られγ 来たo しかしそれカ問題の焦点、としてとりあげら

れる場合は、つねに公共の積祉、祉会衛生上放置すべき

ではないといち見解にもとづいて行われている。道路拡

張や下水瀞の整備さ奈は住宅地区改良にとって必要な措置

にはちかいないか、問題は「それを司 ｉｾ のためにやってい

るのか」とい号ととろにらる。不良住宅の改良か、震に

住宅問題としで提起されるからには、 当該地の住民の立

場に立って実施されなければならぬ。

く筆者・京都大学建築学教室助手〉
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